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公益信託富士フイルム・グリーンファンド

　

能
登
半
島
は
今
年
１
月
の
大
地
震
、
さ
ら
に
９
月
の

豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
は

「
能
登
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
創
造
的
復
興
」
を
特
集

の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　

武
内
和
彦
さ
ん
と
田
中
克
さ
ん
の
対
談
で
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
見
つ
め
直
し
な
が
ら
、
能
登

の
里
山
里
海
を
活
か
し
た
創
造
的
復
興
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
宮
城
県
南
三
陸
と
能
登
半
島
各
地
の
現
場
か

ら
、
甚
大
な
災
害
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
立
ち
上
が

っ
た
人
た
ち
の
活
動
の
「
今
」
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
活
再
建
を
模
索
す
る
大
変
な
状
況
の
な
か
ご

寄
稿
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

能
登
で
は
２
０
０
７
年
か
ら
里
山
里
海
を
守
り
活
か

す
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
た
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
３
月
に
開
か
れ
た
修

了
式
で
、
輪
島
在
住
の
方
が
修
了
生
を
代
表
し
て
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
１
月
の
地
震
発
生
か
ら
９
日
間
、
家

族
が
離
れ
離
れ
と
な
っ
て
会
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
、
里
山
里
海
と
共
に
あ
る
能
登
の
未
来
を
創
り
上
げ

る
光
に
な
り
た
い
。」
と
い
う
言
葉
に
心
が
動
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

能
登
は
海
藻
・
海
草
の
豊
か
な
藻
場
で
も
知
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
写
真
は
種
名
に
能
登
を
冠
し
た
ノ
ト
ウ
ミ

ヒ
ル
モ
が
群
生
す
る
里
海
の
美
し
い
光
景
で
す
。
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
能
登
島
ダ
イ
ビ
ン
グ
リ
ゾ
ー

ト
の
方
か
ら
以
前
撮
影
し
た
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
能
登
島
ダ
イ
ビ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
の
活
動
も
今
回

の
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
能
登
の
里
山
里
海
の
自
然
が
地
震
や
豪
雨
の

被
害
か
ら
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
っ
た
時
に
、
里
山
里

海
と
共
に
あ
る
能
登
の
暮
ら
し
や
営
み
、
歴
史
や
文
化

の
そ
れ
ぞ
れ
が
輝
き
を
増
し
て
い
く
、
そ
う
し
た
創
造

的
復
興
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
影
響
を
受
け
に
く
い
持
続
可
能
な
地
域
を
再

建
し
よ
う
と
す
る
世
界
で
も
最
先
端
の
復
興
へ
の
挑
戦

を
、
全
国
、
そ
し
て
世
界
の
人
々
が
長
期
に
わ
た
っ

て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
能
登
と
全

国
、
世
界
を
つ
な
ぐ
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た

交
流
が
「
能
登
ら
し
さ
」
を
磨
く
新
た
な
提
案
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

能
登
に
暮
ら
す
人
々
の
温
か
い
人
情
は
「
能
登
は
や

さ
し
や
土
ま
で
も
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
能

登
」
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
場
所
が
地
域
に
暮
ら
す

皆
さ
ん
の
心
を
や
さ
し
く
包
ん
で
い
っ
て
く
れ
る
、
さ

ら
に
能
登
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
心
も
や
さ
し
く
包
ん
で

く
れ
る
、
そ
う
し
た
未
来
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
応
援
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
Ｗ
）

Fujifilm Green Fund is the very first charitable trust in Japan which was estabilished by a 
private enterprise for the purpose of nature conservation. For the last 41 years since its 
establishment, the Fund has been applied toward a number of successful programs for 
support of various activities and research works concerning nature conservation.
● OUTLINE
Date of establishment ： October 12, 1983
Trustor ： FUJIFILM Holdings Corporation
Trustee ： The Sumitomo Mitsui Trust & Banking Co., Ltd.
Fund  ： Japanese Yen 1,000,000,000
● ACTIVITIES
1. Creating opportunities for exchange between people and green environment 
2.  Promoting communication between concerned people in support of green  environment 
3.  Supporting activities for conservation of green environment
4.  Supporting research works for conserving and fostering green environment
＊ Currently. the fund is applied to domestic activities only.

2025 年度の活動・研究助成の申請は 2025 年３月 3 日より受付を開始い
たします。応募要項をご希望の方は、ハガキまたはファクスに住所・氏名・
電話番号・研究あるいは活動助成の別を明記の上、下記宛てにご請求くださ
い。また、一般財団法人自然環境研究センターのウェブページ（http://www.
jwrc.or.jp/）からも当該文書をダウンロードすることができます。
〒 130-8606　東京都墨田区江東橋三丁目 3 番 7 号　江東橋ビル

（一財）自然環境研究センター内　
公益信託富士フイルム・グリーンファンド事務局　
TEL．03-6659-6310（平日10:00 〜 17:00）　FAX．03-6659-6320

2025 年度助成申請予定 応募の締め切り5月7日（水）

●概要
設立年月日　1983 年 10 月12 日
委託者　　　富士フイルム ホールディングス株式会社
受託者　　　三井住友信託銀行株式会社
受託財産　　1,000 百万円
●事業内容
ＦＧＦは４つの事業を進めています。
①未来のための森づくり
②緑のための支援事業
③緑とふれあいの活動助成
④緑の保全と活用の研究助成
＊今年度の活動は本誌 21ページからの FGF 通信にあります。
＊現在、本公益信託の事業は、日本国内を対象に行っています。
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No.46 公益信託富士フイルム・グリーンファンド（ＦＧＦ）は
富士フイルムホールディングス（旧 富士写真フイルム）株式会社が創立 50 周年を機に新しい分野での社会還元を志し、
自然環境の保全・育成のための基金拠出を決意し、1983 年に設立されたものです。
民間企業による、自然保護をテーマとした公益信託としては日本で最初に設立されたもので、
この 41 年間に、自然環境の保全・育成に関する活動や研究に対して
数多くの助成や支援を行い、成果を上げてきました。

 富士フイルム・グリーンファンド（FGF）とは

Building Back 
Better

能
登
ら
し
さ
を

大
切
に
し
た

創
造
的
復
興

能登半島の東、富山湾に面する藻場。水深３m の太陽の光が届く砂地には、ノト
ウミヒルモ（能登固有種）が群生。絶滅危惧種のホソエガサや海のゆりかごと呼
ばれるアマモも多い。震災を経ても、なお固有の生態系が守られることを祈るばか
りだ。撮影 / 能登島ダイビングリゾート
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・2024 年度事業報告
・「被災地の復興と、富士フイルム・
   グリーンファンドに思うこと」
　吉澤ちさと
・2024 年度わたしの自然観察路
  コンクール受賞作品紹介
・2024 年度助成先紹介および
  2023 年度助成先活動・研究報告

・FGF 助成一覧

東日本大震災からの復興を
振り返りながら能登の
創造的復興を考える
対談 / 武内和彦×田中克　
司会 / 渡辺綱男

FGF 通信

表紙写真：小山明子撮影　
能登島野崎地区の田んぼに佇む一本の松。その根元には、かつて神社があった場所をしのばせ
る小さな祠が置かれています。震災の被害が大きかったこの地で今年も植えられた稲が黄金色に
輝く様子を、田んぼの真ん中で見守っています。
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46 号に登場してくださった方々

特集 能登らしさを大切にした創造的復興 Bu i ld ing  Back  Bet ter

地域に掲げる復興の旗
〜南三陸の事例より〜
太齋彰浩

8

田中 克（たなか まさる）
滋賀県大津市生まれ。琵琶湖での魚との出会いから稚魚研究の
道に入る。稚魚の生態から森と海のつながりの再生のカギを握
る人の営みに関する統合学 「森里海連環学」 を提唱。震災復興 

「気仙沼舞根湾調査」 と同時に、日本の沿岸環境と沿岸漁業再
生の試金石と位置付けられる有明海を “宝の海” へと再生させる
取り組みを進める。

冨成 寿明（とみなり としあき）
大阪の専門学校を卒業後、大阪の料亭や京都のホテルで修行。
2008 年に父親の仕出し店を継ぐ。2013 年「日本料理 富成」に
業態を更新。2018 年には「町野川再生プロジェクト」を立ち上
げ、環境保全や地域活性化の取り組みも精力的に行っている。「ミ
シュランガイド北陸 2021」1 つ星＆グリーンスターを獲得。

武内 和彦（たけうち かずひこ）
公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES）理事長。東京大
学未来ビジョン研究センター特任教授、国連大学客員教授等を
歴任。専門は、緑地環境学、地域生態学、サステイナビリティ学。
日本政府と国連大学が推進する SATOYAMA イニシアティブや
国連食糧農業機関（FAO）が認定する世界農業遺産（GIAHS）
にも深く関与している。

18 自然と暮らす地域の未来
小山明子
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渡辺 綱男（わたなべ つなお）
1956 年東京生まれ。1978 年に環境庁に入庁、全国の国立公園や
野生生物の保護管理にあたる。釧路湿原の自然再生や知床の世界
遺産登録、生物多様性条約 COP10 の開催、三陸復興国立公園づ
くりなどに携わり、2012 年環境省を退官。現在は自然環境研究セ
ンター副理事長や国連大学サステイナビリティ高等研究所客員研究
員を務めている。

瀨爪 忠（せづめ ただし）
1977 年石川県生まれ。農村の担い手を育てるため食育活動『一
校一法人』を実践中。将来、義務教育での食育科の創設を目指
して PTA 行事にも積極的に参加している。取締役である「内浦
アグリサービス」の農地は石川県能登地域の 9 市町に設置された、
トキの放鳥に向けた取り組みを行う「トキ放鳥推進モデル地区」
になっている。

16 七尾高校における復興と、
能登の環境保全に向けた取組
中村晃規

能登はやさしや土までも
瀨爪 忠

14

荒川 裕亮（あらかわ ひろあき）
2020 年に石川県立大学の博士後期課程を修了。大学時代はヤツ
メウナギの一種であるカワヤツメの生態調査や漁業文化に関する
研究を実施。在学中に米国ワシントン州のヤカマ部族水産試験
場へ留学。現在は石川県生活環境部自然環境課に所属し、のと
海洋ふれあいセンターに勤務。

発行 公益信託　富士フイルム・グリーンファンド
受託者 三井住友信託銀行株式会社
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特
集

太齋 彰浩（だざい あきひろ）　
（一社）サスティナビリティセンター代表理事。民間機関の研究者
を経て、フィールド密着型の人材育成を志し、2000 年に南三陸へ
移住。箱もの施設再生で年間数千人の交流人口創出。東日本大
震災後は、水産業の復興に奔走するとともにバイオマス産業都市
構想の実現に貢献。2018 年サスティナビリティセンター設立。東
北大学生命科学研究科客員教授。　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
能
登
半
島
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
、
震
度
７
の
大
地
震
が
起

き
ま
し
た
。
半
島
西
側
で
は
最
大
で
４
ｍ
も

海
岸
が
隆
起
し
、
東
側
で
は
津
波
も
観
測
さ

れ
、
家
屋
倒
壊
、
斜
面
崩
壊
な
ど
甚
大
な
被

害
が
半
島
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
発
生
し
ま

し
た
。
道
路
、
港
湾
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

地
震
か
ら
９
か
月
が
経
ち
、
避
難
さ
れ
て

い
た
方
々
が
仮
設
住
宅
に
入
居
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
倒
壊
家
屋
の
撤
去
作
業
も
少
し
ず

つ
進
み
始
め
、
復
興
の
兆
し
が
見
え
始
め
た

矢
先
に
、
奥
能
登
地
域
を
豪
雨
が
襲
い
ま
し

た
。
震
災
に
続
く
豪
雨
と
い
う
複
合
災
害
が

発
生
し
、
奥
能
登
の
集
落
の
様
子
は
一
変
し
、

周
辺
の
山
林
や
河
川
、
海
岸
な
ど
の
自
然
環

境
も
さ
ら
に
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
能
登
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
創

造
的
復
興
」
を
特
集
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
里
山
里
海
と
共
に
あ
る

能
登
の
暮
ら
し
や
営
み
、
環
境
を
復
旧
・
復

興
し
て
い
け
る
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能
登
ら
し
さ
を

大
切
に
し
た

創
造
的
復
興

珠洲市蛸島漁港にて今年初の毛蟹の水揚げの様子。地震で壊
れてしまった漁港の復旧と並行して漁が行われている。市内で
は津波で使用できなくなった漁港もある中で、漁が行われてい
ることは奇跡に近い。旬のものが食べられる喜びを感じた。

（撮影：松田咲香）

川を守り地域を守る料理人
冨成寿明　文・写真 / 荒川裕亮
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絶対に炭やきをあきらめない！ 
地震に強い新たな炭窯づくりへのチャレンジ
大野長一郎　協力 / 森山友世

10

中村 晃規（なかむら あきのり）
1970 年三重県伊勢市生まれ。1995 年金沢大学大学院理学研究
科修士課程修了。金沢大学「角間の里山自然学校」研究員を経
て、2012 年より石川県高等学校教諭、2015 年より七尾高等学校
に勤務。探究課主任。近年は生徒とともに環境ＤＮＡ調査により、
能登の生物多様性の研究に取り組んでいる。

大野 長一郎（おおの ちょういちろう）
石川県珠洲市生まれ。1999 年に家業である炭やきを始め、2003
年に父の他界をきっかけに旧大野製炭工場の代表に就任。2021
年 9 月に法人化し株式会社ノトハハソの代表に就任。茶道用木炭
の産地化・ブランド化に向けてクヌギの植林を進め、炭やきを生
業とする人を増やすことで集落存続を目指す「炭やきビレッジ」の
実現に向けて取り組んでいる。

小山 明子（こやま さやこ）
国連大学サステイナビリティ高等研究所 いしかわ・かなざわオペ
レーティング・ユニット 研究員。英国インペリアル・カレッジ・ロ
ンドン 保全科学修士課程修了。能登の世界農業遺産（GIAHS）
関連業務に携わり、能登 GIAHS 生物多様性ワーキンググループ
の企画・運営支援、研究・教育活動、地域内外における普及啓
発などに取り組んでいる。

森山友世（もりやま ともよ）
福井県越前市生まれ。2014 年に能登半島に魅せられて石川県珠
洲市に移住。現在は石川県七尾市在住。地産地消情報誌「能登」
ライター。２児の母。

吉澤ちさと（よしざわ ちさと）
富士フイルムホールディングス株式会社 取締役執行役員 コーポ
レートコミュニケーション部長 兼 ESG 推進部長。1986 年 富士
写真フイルム株式会社入社。 2017 年 執行役員 コーポレートコ
ミュニケーション室長。2021 年 ESG 推進部長を兼任。2022 年
より現職。

編集制作 一般財団法人　自然環境研究センター
編集人 渡辺綱男 （（一財）自然環境研究センター副理事長）
編集協力 星野俊彦　小島麻理 （富士フイルムホールディングス株式会社）
デザイン 株式会社アートポスト
印刷 株式会社高陽堂印刷
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三陸復興国立公園の拡張予定地（金華山）を視察する中央環境
審議会委員。左から２人目が武内氏（2014 年 10 月 11日）

気仙沼舞根湾の全景。森－塩性湿地－入り江（舞根湾）－内湾（気仙沼湾）－外洋（太平洋）
と続く森里海連環のモデルフィールド

海外からの留学生も交えた気仙沼舞根湾調査の様子。背景の建物は
震災復興調査の中で 2014 年に誕生した舞根森里海研究所

＊１　ふくしま浜街道トレイルが 2023 年 9 月に開通

Building Back 
Better

珠洲市の倒壊家屋（2024 年 7 月撮影）
（UNU-IAS OUIK）

4

田
中　
三
陸
で
は
、
津
波
で
大
き
な
被
害

が
出
る
た
び
に
、
内
陸
部
か
ら
即
座
に
救

援
に
向
か
う
「
後
方
支
援
」
の
文
化
が
根

付
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
陸
前
高
田
が

被
災
し
た
ら
即
、
気
仙
川
中
流
域
の
住
田

町
の
皆
さ
ん
が
救
援
隊
で
出
動
す
る
。
あ

の
辺
り
は
気
仙
大
工
の
匠
の
技
を
持
っ
た

人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
か
ら
、
復
旧

復
興
に
も
大
い
に
貢
献
さ
れ
る
ん
で
す

ね
。
そ
し
て
先
人
の
知
恵
と
し
て
日
本
に

は
「
魚
つ
き
林
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
知
恵
を
基
に
し
て
科
学
的
な
調

査
研
究
を
進
め
れ
ば
、
三
陸
の
復
興
の
教

訓
を
世
界
に
発
信
で
き
る
と
い
う
思
い
で

す
。

武
内　

私
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
エ
コ
ロ

ジ
ー
が
専
門
な
の
で
す
が
、
ヘ
テ
ロ
ジ
ニ

ア
ス
（
同
じ
場
に
複
数
の
異
な
る
要
素
が

混
在
し
て
い
る
様
子
）
と
ホ
モ
ジ
ニ
ア
ス

（
同
種
・
同
質
・
均
質
で
あ
る
さ
ま
）
と

い
う
見
方
が
あ
っ
て
、
今
の
科
学
と
い
う

の
は
ホ
モ
ジ
ニ
ア
ス
な
事
象
を
突
き
詰
め

て
お
り
、
ヘ
テ
ロ
ジ
ニ
ア
ス
の
繋
が
り
を

よ
く
見
て
い
な
い
と
ず
っ
と
考
え
て
き
ま

し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
森
と
海
の
繋

が
り
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
ヘ
テ
ロ
ジ
ニ

ア
ス
で
あ
る
が
ゆ
え
に
機
能
的
な
関
係
が

で
き
て
い
る
。
そ
れ
が
森
は
海
の
恋
人
の

よ
う
な
話
に
発
展
し
た
っ
て
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

田
中
　
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
日
本
に
は

本
当
に
い
い
森
が
あ
っ
て
、
豊
か
な
海
が

あ
る
の
に
、
陸
と
海
の
境
界
で
、
本
来
は

塩
性
湿
地
や
干
潟
な
ど
、
面
と
し
て
繋

が
っ
て
い
た
の
を
人
工
的
な
構
造
物
に
よ

る
線
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
舞
根
湾
で
は

地
盤
沈
下
と
津
波
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
ア

サ
リ
な
ど
多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
た
塩

性
湿
地
が
再
生
し
、
そ
の
よ
う
な
〝
あ
い

だ
”
と
し
て
の
エ
コ
ト
ー
ン
の
存
在
意

義
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う

段
階
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
急
ぎ
過
ぎ

と
結
果
だ
け
を
求
め
す
ぎ
る
現
代
社
会
の

中
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
丁
寧
に
自
然
に
対

応
し
な
が
ら
、
心
の
豊
か
さ
を
高
め
る
よ

う
な
理
系
と
文
系
を
合
わ
せ
た
研
究
の

フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

渡
辺　
武
内
先
生
は
当
時
、
環
境
省
の
中

央
環
境
審
議
会
会
長
で
し
た
ね
。

武
内　
あ
の
と
き
は
戦
い
で
し
た
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
策
と
し
て
、
環
境

省
が
「
陸
中
海
岸
国
立
公
園
」
を
青
森
県

側
と
宮
城
県
側
に
広
げ
て
三
陸
海
岸
全
体

を
カ
バ
ー
す
る
国
立
公
園
を
創
設
す
る
構

想
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
国
難
と
も
い
え

る
大
震
災
が
起
き
た
の
だ
か
ら
、
単
に
国

立
公
園
を
南
北
に
拡
張
す
る
と
い
う
話
で

は
な
く
、
農
林
水
産
業
の
再
構
築
や
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
用
の
促
進
も
視
野
に
入
れ
た

新
た
な
国
立
公
園
と
す
べ
き
と
私
は
環
境

省
に
提
案
し
、
名
称
も
「
三
陸
復
興
国
立

公
園
」
と
し
ま
し
た
。

渡
辺　
三
陸
復
興
国
立
公
園
は
被
災
地
域

の
復
興
に
貢
献
す
る
た
め
、
２
０
１
３
年

5
月
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
の
提
案
も
復
興
計
画
に
入
り
ま
し
た

ね
。

武
内　
長
距
離
海
岸
ト
レ
イ
ル
（
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
）
は
青
森
県
八
戸
市
の

蕪
島
か
ら
陸
中
海
岸
を
ず
っ
と
南
下
し

て
、
福
島
県
相
馬
市
の
松
川
浦
に
至
り
ま

す
。
さ
ら
に
福
島
の
海
岸
部
を
つ
な
げ
て
、

原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
の
地
域
再
生
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
と
い
う
思
い
で
し
た

＊
１
。
２
０
１
９
年
６
月
に
八
戸
か
ら
相

馬
ま
で
全
線
1
0
2
5
㎞
の
開
通
式
に
参

加
し
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す

ね
。

田
中　
ト
レ
イ
ル
が
相
馬
市
の
松
川
浦
ま

で
開
通
し
た
と
い
う
の
は
と
て
も
意
味
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
津
波
で
三
陸
の

種
牡
蠣
が
全
部
流
さ
れ
て
し
ま
い
諦
め
て

い
た
と
こ
ろ
、
実
は
松
川
浦
に
種
が
残
っ

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

渡
辺　
能
登
半
島
は
大
地
震
か
ら
の
復
興

の
兆
し
が
見
え
て
き
た
矢
先
の
豪
雨
に
よ

り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

の
複
合
被
害
を
乗
り
越
え
て
、
ど
の
よ
う

に
復
興
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
は
、
国

連
大
学
、
環
境
省
、
農
林
水
産
省
等
が
、

震
災
復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
復

興
に
向
け
て
～
が
ん
ば
ろ
う
東
北
！
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
５
月
22
日
、

震
災
か
ら
わ
ず
か
２
カ
月
後
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
武
内
先
生
、

田
中
先
生
、
そ
し
て
私
（
当
時
、
環
境

省
）
も
一
緒
に
参
加
し
、「
森
は
海
の
恋
人
」

運
動
で
知
ら
れ
る
漁
師
の
畠
山
重
篤
さ
ん

も
気
仙
沼
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

武
内　
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
、
よ
く

開
催
で
き
た
な
と
思
い
ま
す
。
当
初
は
こ

の
日
に
「
国
連
生
物
多
様
性
の
10
年
」
を

記
念
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し

て
お
り
、
震
災
を
受
け
て
中
止
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
た
の
で
す
が
、
や
は
り
こ
ん

な
一
大
事
が
起
き
た
の
だ
か
ら
震
災
復
興

と
生
物
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
規
模
な
自
然
災
害
に
対
し
て
、

学
術
が
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
と
考
え
た

と
き
に
、
あ
あ
い
う
形
で
開
催
で
き
た
の

は
、
極
め
て
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

田
中　
私
は
気
仙
沼
の
舞
根
湾
か
ら
駆
け

つ
け
ま
し
た
。
今
を
生
き
る
研
究
者
と
し

て
地
震
の
記
録
を
残
さ
な
い
と
、
と
い
う

思
い
で
呼
び
か
け
、
全
国
の
研
究
者
の
皆

さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
舞
根
湾
に

集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
開
始
し
た
調
査
の
翌

日
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
こ
と
で
非
常

に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
調
査
は
今
年

で
13
年
目
に
入
り
、
こ
の
9
月
で
81
回
目

の
調
査
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

渡
辺　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
場
で
、
畠
山
さ

ん
は
「
自
分
た
ち
は
海
を
恨
む
こ
と
な
く
、

む
し
ろ
大
事
に
し
て
復
興
し
て
い
く
ん

だ
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
と
て

も
心
に
響
き
ま
し
た
ね
。

□□□

×

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

振
り
返
り
な
が
ら
能
登
の

創
造
的
復
興
を
考
え
る

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
振
り
返
り
、
能
登
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
創
造
的
復
興
に
つ
い
て
、

三
陸
と
能
登
の
自
然
環
境
に
造
詣
の
深
い
お
二
人
に
対
談
を
お
願
い
し
ま
し
た

武
内
和
彦
さ
ん  

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
理
事
長

田
中
克
さ
ん
　
京
都
大
学
名
誉
教
授
　
　

　
　
司
会 

渡
辺
綱
男
　
Ｆ
Ｇ
Ｆ
機
関
誌
「
グ
リ
ー
ン
レ
タ
ー
」
編
集
長

2015年6月

IGES 事務所での対談。右から武内先生、渡辺編集長、田中先生
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東日本大震災で被災した漁師のたくましい笑顔
「ここには太平洋銀行がある。利子だけを慎ましくい
ただければ、震災を乗り越えて海と共に生きられる」

＊２　富士フイルム・グリーンファンドは「能登里山里海マイスター育成プログラム」と連携する「金沢大学　角間里山本部」（金沢大学の学内組織）に 2011 年度から
　　   2015 年度まで未来のための森づくり事業として助成しています。

て
き
た
取
り
組
み
は
決
し
て
壊
さ
れ
て
な

い
。
こ
の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
の
復
興

の
中
で
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

武
内　
現
在
、
私
は
珠
洲
市
の
復
興
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
豪
雨
で
本
当
に
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
５
月
に
珠
洲
市
の
復
興
委
員
会
で

現
地
に
入
っ
た
と
き
に
思
っ
た
の
は
、
通

り
が
違
う
と
ま
っ
た
く
状
況
が
違
う
と
い

う
こ
と
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
と
も
違
う

災
害
の
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
泉
谷
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は

「
や
る
か
ら
に
は
世
界
に
誇
れ
る
持
続
可

能
な
地
域
を
つ
く
る
。
世
界
で
最
先
端
の

街
の
再
建
、
復
興
を
し
た
い
」
と
い
う
こ

と
。
今
後
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
応
援
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
中　
私
は
つ
い
先
日
、
能
登
半
島
に
入

り
ま
し
た
。
い
く
ら
か
復
興
の
兆
し
の
見

え
た
現
場
が
大
洪
水
で
壊
滅
し
、
本
当
に

痛
ま
し
い
状
態
で
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

渡
辺　
今
後
、
能
登
が
創
造
的
復
興
に
向

け
て
前
に
進
ん
で
い
く
た
め
に
、
大
事
な

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

武
内　
世
界
に
誇
れ
る
地
域
に
す
る
時
に

は
、
何
か
光
る
も
の
が
な
い
と
な
か
な
か

難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
里
山
里
海
の

再
生
と
言
っ
て
も
、
た
だ
単
に
自
然
が
戻

れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
地
域
の

新
し
い
産
業
や
漁
業
の
あ
り
方
に
つ
な
げ

る
よ
う
な
も
の
が
必
要
か
と
。
炭
焼
き
を

さ
れ
て
い
る
大
野
さ
ん
が
進
め
て
き
た
、

耕
作
放
棄
地
を
ク
ヌ
ギ
の
林
に
再
生
す
る

取
り
組
み
は
画
期
的
だ
と
思
い
ま
す
。

田
中　
最
初
は
「
あ
の
若
者
は
何
し
と
る

ん
や
ろ
」
と
集
落
の
方
に
思
わ
れ
て
い
た

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
率
先
し
て
集
落

の
用
事
を
こ
な
し
な
が
ら
思
い
を
共
有

し
、
今
で
は
賛
同
し
た
集
落
の
方
も
周
辺

に
植
樹
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
荒
川
裕

亮
さ
ん
の
よ
う
に
町
野
川
の
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
文
化
を
復
活
さ
せ
た
い
と
頑
張
っ
て
い

る
若
い
方
も
い
る
。
能
登
の
こ
れ
か
ら
の

復
興
は
厳
し
い
道
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
こ

う
し
た
復
興
の
原
動
力
と
な
る
人
材
も
同

時
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
若
い
人
た
ち
を
孤
立
さ
せ
な
い

で
、
い
ろ
ん
な
形
で
間
接
、
直
接
に
彼
ら

を
応
援
し
続
け
る
と
い
う
の
が
我
々
の
役

割
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

渡
辺　

今
年
は
震
災
が
あ
っ
て
マ
イ
ス

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
は
難
し
い
状
況

で
し
た
が
、
泉
谷
市
長
の
強
い
思
い
や
金

沢
大
学
の
応
援
も
あ
っ
て
開
講
を
決
め
た

そ
う
で
す
。
予
想
を
上
回
る
20
名
以
上
の

応
募
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
能
登
を
担
う
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
世
界
に
誇
れ
る
宝
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

田
中　
東
日
本
大
震
災
で
も
復
興
が
進
ん

だ
と
こ
ろ
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
明
ら
か
に
そ
こ
に
確
か
な
人
が
い
る

か
が
非
常
に
大
き
な
要
素
で
す
。
今
回
の

能
登
へ
の
訪
問
で
は
、
石
川
県
立
大
学
准

教
授
の
馬
場
保
徳
さ
ん
に
も
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
震
災
の
困
難
を
ど
う
し
た
ら
克
服

で
き
る
か
を
原
点
に
研
究
を
進
め
て
お
ら

れ
、
牛
の
胃
の
中
に
い
る
微
生
物
を
使
っ

て
雑
草
か
ら
電
気
を
作
る
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
と
い
う
の
で
す
。
今
、
石
川
県
内

の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
廃
棄
処
分
に
さ
れ
て

い
た
野
菜
く
ず
で
発
電
し
た
電
気
を
活
用

す
る
「
エ
コ
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
」
が
す
で

に
稼
働
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
能
登
の
地

震
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
残
念
が
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
里
山
の
バ
イ
オ
マ
ス

を
い
か
に
活
か
す
か
は
永
遠
の
課
題
で
、

能
登
だ
か
ら
こ
そ
実
際
に
役
に
立
つ
よ
う

な
も
の
が
で
き
れ
ば
、
と
て
も
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　
地
震
後
、
能
登
で
は
水
道
の
復
旧

が
非
常
に
遅
れ
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
使
っ

て
い
た
井
戸
が
あ
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う

話
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
う

い
っ
た
地
域
ご
と
の
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
シ
ス
テ
ム
が
能
登
か
ら
一
つ
の
モ

デ
ル
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
な
ら
ば
意
義

深
い
こ
と
で
す
ね
。

　

最
後
に
能
登
の
人
た
ち
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

武
内　
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
い
ろ
ん
な

人
と
つ
な
が
り
、
能
登
の
地
域
ら
し
い
創

造
的
復
興
が
進
む
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ス
世
代
を
含
め
た
世
代
間
の
連
携
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
間
や
国
内
外
の
連
携
を

強
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
鍵
と
な
る
で

し
ょ
う
。
我
々
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

田
中　
い
ま
現
地
の
人
は
本
当
に
辛
い
思

い
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
災
い

を
何
と
か
福
に
転
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
は
被
災
し
た
方
々
だ
け
に
任
せ
る
課

題
で
は
な
く
、
我
々
す
べ
て
の
人
が
自
分

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
な
、

そ
う
い
う
世
論
形
成
を
い
か
に
し
て
い
く

か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
に
は
気
仙
沼
舞
根
湾
の
10
数
年
間

の
経
験
と
進
展
を
総
括
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
能
登
の
復
興
に
も
繋
が
る
よ
う

に
、
少
し
ず
つ
そ
の
環
を
広
げ
な
が
ら
み

ん
な
で
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

渡
辺　
ぜ
ひ
能
登
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
養
殖
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
て
、
そ
の
後
の
三
陸
の
復
興
に

大
き
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

渡
辺　
田
中
先
生
は
カ
ヤ
ッ
ク
で
三
陸
沿

岸
を
ま
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

田
中　

カ
ヤ
ッ
ク
は
70
の
手
習
い
で

（
笑
）、
漁
村
で
野
宿
し
な
が
ら
震
災
後
の

三
陸
の
海
辺
を
回
り
ま
し
た
。
漁
師
に
険

し
い
目
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
中
に
は
粗
末

な
自
炊
を
し
て
い
る
と
無
言
で
魚
を
ポ
ン

と
置
い
て
く
れ
る
方
も
現
れ
て
。
そ
う
い

う
関
係
が
で
き
る
と
本
音
の
話
が
出
て
き

ま
す
。
三
陸
に
は
小
さ
な
集
落
が
リ
ア
ス

の
奥
に
点
在
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
様
子
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
い
ち
ば
ん
驚
い
た
の

は
、
津
波
で
５
０
０
０
万
円
の
負
債
が
あ

る
と
い
う
60
代
後
半
の
漁
師
の
話
で
す
。

私
た
ち
が
訪
ね
る
と
満
面
の
笑
み
で
迎
え

て
く
れ
る
わ
け
で
す
よ
。
不
思
議
に
思
っ

て
い
る
と
、「
こ
こ
に
は
太
平
洋
銀
行
が

あ
る
」
と
言
う
ん
で
す
ね
。「
黒
潮
と
親

潮
の
２
つ
の
流
れ
が
交
じ
り
合
っ
て

豊
か
な
漁
場
が
あ
る
。
岸
辺
に
は
手

付
か
ず
の
魚
つ
き
林
も
あ
る
。
こ
の

元
本
に
手
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
利
子

で
あ
る
ホ
タ
テ
や
牡
蠣
を
毎
年
い
た

だ
け
る
。
債
務
も
い
ず
れ
は
返
せ
る
」

と
。
そ
の
上
、
震
災
を
機
に
息
子
が

都
会
か
ら
戻
っ
て
漁
師
を
継
い
で
く

れ
た
。
孫
も
で
き
た
。
3
世
代
で
自

分
の
好
き
な
仕
事
を
で
き
る
。
他
に

こ
ん
な
幸
せ
が
あ
る
か
と
言
う
ん
で

す
。
こ
れ
も
震
災
後
の
表
に
出
な
い
側
面

だ
と
思
い
ま
す
。

能
登
の
創
造
的
復
興
に

向
け
て

渡
辺　
今
年
の
5
月
11
日
、
国
連
大
学
と

環
境
省
、
石
川
県
等
は
能
登
復
興
支
援
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
登
の
創
造
的
復
興
に
向

け
て
」
を
開
催
し
、
武
内
先
生
は
パ
ネ
ル

の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
お
二

人
の
能
登
と
の
関
わ
り
の
き
っ
か
け
は
？

田
中　
２
０
１
４
年
に
金
沢
大
学
「
能
登

里
山
里
海
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
2
」
の
講
演
に
呼
ば
れ
て
印
象
に
残
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
私
が
関
わ
っ
て
い

る
「
シ
ニ
ア
自
然
大
学
校
地
球
環
境
自
然

学
講
座
」
に
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
立
ち
上

げ
ら
れ
た
中
村
浩
二
先
生
を
お
招
き
し
た

の
が
直
接
の
き
っ
か
け
で
す
。
お
話
の
な

か
で
家
業
を
継
い
で
製
炭
工
場
を
営
ん
で

い
る
大
野
長
一
郎
さ
ん
や
現
場
で
頑
張
っ

て
い
る
方
の
お
名
前
が
た
く
さ
ん
出
て
き

て
、
こ
れ
は
も
う
現
場
を
見
に
行
か
な
い

こ
と
に
は
、
と
能
登
の
方
々
と
の
交
流
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

武
内　
私
は
国
連
大
学
を
通
し
て
能
登
と

関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
能
登
の
人
た
ち
の

温
か
さ
優
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
国

連
大
学
副
学
長
在
職
中
に
、
自
然
と
人
の

営
み
が
形
成
し
て
き
た
「
里
山
」
を
中
心

に
世
界
農
業
遺
産
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
と
提
案
し
、
２
０
１
１
年
に
「
能
登
の

里
山
里
海
」
が
佐
渡
島
と
一
緒
に
日
本
初

の
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
能
登
ら
し
い
震

災
復
興
に
う
ま
く
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
。

渡
辺　
今
年
３
月
に
国
連
大
学
の
い
し
か

わ
・
か
な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
ユ

ニ
ッ
ト
所
長
と
し
て
、
能
登
復
興
支
援
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
出
席
を
依
頼
す
る
た

め
、
武
内
先
生
の
お
手
紙
を
携
え
て
珠
洲

市
長
の
泉
谷
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の

と
き
泉
谷
市
長
は
、「
建
物
も
道
路
も
港

も
壊
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
マ
イ
ス
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
農
業
遺
産
な
ど
の
積
み
重
ね

2024 年 5 月 11日に開催された能登復興シンポジウム。
左手前が武内先生。その右側に能登の皆さん

（UNU-IAS OUIK）

金沢大学「能登里山里海 SDGs マイスタープログラム」は能登の里
山里海の豊かな資源を活かして地域課題に取り組む人材を育成する
ことを目的としています。

白米千枚田。2011 年に日本で最初に認定された世界農業遺産（ＧＩ
ＡＨＳ）「能登の里山里海」を代表する棚田

（2021 年９月撮影　UNU-IAS OUIK）

野菜くずからガスと電気をつくる「エコスタンド
アロン」　写真提供 / 環境微生物研究所（株）
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動
き
だ
し
た
「
思
い
」

　

し
か
し
、
い
ざ
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、

こ
の
意
欲
的
な
計
画
の
実
現
は
想
像
以
上

に
順
調
に
進
ん
だ
。
世
界
中
か
ら
多
く
の

ご
支
援
を
頂
き
、
住
民
に
「
自
分
も
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
た
こ

と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。主
要
な
事
業
に
は
、

町
内
の
若
手
経
営
者
が
積
極
的
に
参
画

し
、
林
業
・
農
業
・
漁
業
の
リ
ー
ダ
ー
達

も
こ
ぞ
っ
て
計
画
に
賛
同
し
て
く
れ
た
。

そ
の
結
果
、
生
ゴ
ミ
資
源
化
の
取
り
組
み

は
南
三
陸
Ｂ
Ｉ
Ｏ
開
所
を
皮
切
り
に
動
き

出
し
、
今
で
は
農
業
の
欠
か
せ
ぬ
イ
ン
フ

ラ
と
な
っ
た
。
農
業
肥
料
の
高
騰
の
中
、

町
内
循
環
で
生
ま
れ
た
液

肥
の
活
用
で
、
費
用
も
Ｃ

Ｏ
２
発
生
量
も
小
さ
い
農

業
が
実
現
し
て
い
る
。
県

内
初
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ
認
証
を

取
得
し
た
林
業
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
木
材
流
通
が
止

ま
っ
て
も
、
優
先
的
に
取

引
が
な
さ
れ
た
。
日
本
初

の
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得
し

た
カ
キ
養
殖
は
、
１
／
３

革
命
と
い
う
生
産
革
命
に

よ
り
天
皇
杯
に
輝
い
た
。

い
ま
で
は
、
そ
う
し
た
取

り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、
全

国
か
ら
多
く
の
学
校
や
企

業
が
訪
れ
て
い
る
。
持
続

可
能
な
地
域
社
会
に
む
け

た
研
究
と
共
有
の
場

で
あ
る
「
南
三
陸
い

の
ち
め
ぐ
る
ま
ち
学

会
」
も
設
立
さ
れ
、

今
年
も
全
国
か
ら
多

く
の
研
究
者
や
市
民
、

企
業
人
が
訪
れ
る
。

能
登
は
必
ず
復
興

で
き
る

　

も
ち
ろ
ん
、
未
だ

実
現
で
き
て
い
な
い

事
業
も
あ
る
。
例
え
ば
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
に
掲
げ
た
ペ
レ
ッ
ト
工
場
の
建
設

は
事
業
性
の
目
処
が
立
た
ず
頓
挫
し
た
ま

ま
で
あ
る
。
生
ゴ
ミ
の
回
収
も
、
す
べ
て

の
住
民
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
は

　　

能
登
半
島
で
起
き
た
大
き
な
震
災
、
追

い
打
ち
を
か
け
た
豪
雨
災
害
。
現
地
の

方
々
の
苦
悩
と
心
痛
は
察
す
る
に
あ
ま
り

あ
る
。

　

少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
と
、
宮
城

県
南
三
陸
町
の
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

南
三
陸
町
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

８
０
０
名
以
上
の
人
命
が
失
わ
れ
、
中
心

市
街
地
の
75
％
が
壊
滅
す
る
な
ど
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。
失
っ
た
も
の
に
対
す

る
思
い
は
消
え
な
い
が
、
日
本
中
、
世
界

各
地
か
ら
届
く
温
か
い
支
援
に
励
ま
さ
れ

歩
ん
で
き
た
。
南
三
陸
で
は
、「
森
里
海

ひ
と　

い
の
ち
め
ぐ
る
ま
ち
」
を
将
来
像

に
掲
げ
、
官
民
が
連
携
し
た
動
き
を
起
こ

し
た
こ
と
で
、
特
徴
の
あ
る
復
興
の
姿
が

形
成
さ
れ
た
。

新
た
な
価
値
で
復
興
を
目
指
す

　

き
っ
か
け
は
、
２
０
１
３
年
12
月
に
打

ち
出
さ
れ
た
南
三
陸
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
構
想
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
当
時
、
町

の
職
員
と
し
て
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業

の
復
旧
に
奔
走
し
て
い
た
が
、
人
口
減
少

が
明
ら
か
な
中
、「
復
旧
」
自
体
が
困
難

で
あ
り
、
今
あ
る
資
源
で
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
「
復
興
」
を
目
指
す
し
か
な
い

と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
た
。
そ
う
考

え
た
と
き
、
町
に
残
っ
て
い
た
の
は
町
域

の
約
８
割
を
占
め
る
山
林
で
あ
っ
た
。
発

災
当
時
、
夜
は
氷
点
下
と
な
り
、
避
難
所

の
燃
料
調
達
に
か
な
り
苦
労
し
た
。
町
内

に
は
膨
大
な
木
質
資
源
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
燃
料
が
不
足
す
る
と
い
う
事

態
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
社
を
あ
げ
て
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
て
い
た
ア
ミ
タ
グ
ル
ー
プ
の

協
力
を
受
け
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
こ
の
木

質
資
源
の
活
用
法
か
ら
計
画
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
経
て
、
地

域
の
生
ゴ
ミ
を
分
別
収
集
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
液
体
肥
料
を
生
み
出
す
仕
組
み

や
、
環
境
に
配
慮
し
た
林
業
の
証
し
で
あ

る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ
認
証
＊
１
、
養
殖
業
の
認
証

で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
＊
２
の
導
入
、
フ
ォ

レ
ス
ト
ッ
ク
認
証
＊
３
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
ク

レ
ジ
ッ
ト
取
引
な
ど
、
町
内
の
資
源
循
環

と
環
境
価
値
の
向
上
を
生
む
構
想
が
町
の

計
画
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

本
構
想
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
は
「
自

立
分
散
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
町
外
資
源

へ
の
依
存
が
進
ん
だ
結
果
、
今
日
の
燃
料

に
も
困
窮
し
た
経
験
へ
の
戒
め
で
あ
り
、

外
部
の
状
況
に
影
響
さ
れ
に
く
い
仕
組
み

を
作
ろ
う
と
い
う
意
思
表
示
で
も
あ
る
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
復
興
構
想
で
あ
る

が
、
ど
れ
だ
け
の
町
民
や
事
業
者
の
賛
同

が
あ
る
か
不
安
も
あ
っ
た
。

い
え
な
い
。
地
域
課
題
を
あ
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
で
あ
る
。
自
立
分
散
で
循

環
型
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
旗
の
も

と
に
、
多
く
の
住
民
や
事
業
者
が
参
加
し

た
こ
と
で
、
他
の
町
と
は
一
線
を
画
す
る

ま
ち
づ
く
り
が
実
現
し
た
こ
と
、
そ
の
成

果
が
、
次
の
成
果
（
学
び
の
場
）
を
生
み

出
し
て
い
る
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
で
あ
ろ
う
。

　

能
登
も
ま
た
、
里
海
里
山
の
取
り
組
み

を
世
界
に
発
信
し
て
き
た
地
で
あ
る
。
地

域
の
資
源
を
活
か
す
こ
と
で
必
ず
復
興
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
。
能
登
の
皆
様
に
一

日
も
早
く
平
穏
な
日
々
が
訪
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

＊１ FSC®（Forest Stewardship Council®）認証……環境、社会、経済の便益に適い、きちんと管理された森林から生産された林産物や、その他のリスクの低い林
産物を使用した製品を目に見える形で消費者に届ける仕組み

＊２ ASC（Aquaculture Stewardship Council）認証……2010 年より始まった水産養殖に関する国際認証制度で、養殖から派生する自然環境や生態系への影響を
最小限に抑えるとともに、労働者の人権保護や地域社会への配慮といった責任ある養殖経営を求めている

＊３ フォレストック認証……日本の森林を対象として専門的な第三者機関が調査審査を行い、森林の
管理・経営や生物多様性保全の水準が平均以上の森林のみを認定したうえで、当該対象森林にお
いて適切な森林管理の結果、増加する CO2 吸収量クレジットの販売を認める制度

カキ養殖見学FSC® 認証を取得した山林見学

バイオガス施設「南三陸 BIO（ビオ）」 液肥散布車

第２回「南三陸いのちめぐるまち学会」の様子

カキ養殖

地域に掲げる
復興の旗　
〜南三陸の事例より〜

太齋彰浩（（一社）サスティナビリティセンター代表理事）

宮
城
県
南
三
陸
町
で
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波

に
襲
わ
れ
て
市
街
地
が
壊
滅
し
、
８
０
０
名
以

上
も
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
太
齋
さ

ん
を
は
じ
め
と
し
た
南
三
陸
町
の
方
々
が
復
興

に
取
り
組
ん
だ
13
年
間
を
紹
介
し
な
が
ら
、
能

登
の
復
興
へ
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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絶対に炭やきをあきらめない！

地震に強い新たな炭窯づくりへのチャレンジ

Building Back 
Better＊１　OECM（Other Effective area-based Conservation Ｍeasures）……企業有林や里地里山、都市の緑地などで保護地域以外の生物多様性保全に貢献している場所

て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
量
が
上
回
っ

て
い
る
状
態
（
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
達
成
）

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
に
よ
る

被
害
と
再
建

被
害
の
概
要

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
、
現
在
は
炭
の
製
造
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
４
つ
の
炭
や
き
窯
は
す
べ
て
破
損
し
、

窯
の
天
井
部
分
の
崩
落
や
窯
側
面
な
ど
に

亀
裂
が
入
っ
た
こ
と
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
工
場
建
屋
も
大
き
な
被
害
を
受
け

て
お
り
、
炭
や
き
窯
１
号
と
２
号
の
建
屋

は
半
壊
、
３
号
と
４
号
の
建
屋
は
準
半
壊

の
判
定
が
出
て
い
ま
す
。
半
壊
以
上
と
な

れ
ば
公
費
解
体
が
可
能
で
す
が
、
新
た
な

建
屋
の
建
設
費
用
の
確
保
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
ヌ
ギ
の
植
林
地
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
路
は
複
数
個
所
で
地
割
れ
が

発
生
し
、
車
両
で
の
通
行
が
困
難
な
状
況

で
す
。
ま
た
、
ク
ヌ
ギ
の
木
々
に
は
被
害

が
無
か
っ
た
も
の
の
、
植
林
地
で
も
複
数

個
所
で
地
割
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
業
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み

　

珠
洲
市
で
の
炭
や
き
を
や
め
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
と
し
て
で
も
、
事

業
を
再
建
し
、
炭
や
き
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
先
代
が
亡
く
な
っ
た
時
に
炭
や
き
で

生
き
て
い
く
覚
悟
を
決
め
て
21
年
。
こ
れ

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
援
し
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ

の
方
々
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
、

簡
単
に
炭
や
き
を
あ
き
ら
め
な
い
覚
悟
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
２
０
２
５
年
3
月
に

は
炭
の
生
産
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
、
再
建
に
向
け
て
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
炭
や

き
窯
は
度
重
な

る
地
震
に
よ
り

何
度
も
破
損
し

て
い
る
た
め
、

新
た
な
窯
を
開

発
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
石

川
県
内
の
工
作

機
械
の
開
発
・

設
計
・
製
造
を

手
掛
け
る
企

業
と
連
携
し
、
地
震
に
強
い
移
動
可
能
な

窯
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
遅
く
て
も

２
０
２
５
年
3
月
に
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の

窯
を
完
成
さ
せ
、
改
良
を
加
え
て
最
終
的

に
３
基
の
窯
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
茶
道
文
化
を
支
え
、
生
物
多
様
性

や
二
酸
化
炭
素
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
な

ど
、「
炭
や
き
」
と
い
う
仕
事
の
持
つ
不

変
的
な
価
値
を
信
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身

が
炭
の
あ
る
暮
ら
し
を
取
り
戻
し
、
み
な

さ
ま
に
も
炭
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、

事
業
の
再
建
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社
ノ
ト
ハ
ハ
ソ
に
つ
い
て

　

弊
社
「
ノ
ト
ハ
ハ
ソ
」
は
、
石
川
県
能

登
半
島
の
先
端
に
位
置
す
る
珠
洲
市
に
あ

り
、
１
９
７
１
年
創
業
で
主
に
木
炭
製
品

の
生
産
及
び
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
珠

洲
市
全
体
で
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行

し
て
お
り
、
能
登
半
島
地
震
前
で
高
齢
化

率
は
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
ノ
ト
ハ
ハ

ソ
が
位
置
す
る
東
山
中
町
の
住
民
は
22

世
帯
（
独
居
12
世
帯
）
36
人
子
供
2
人

（
２
０
２
４
年
９
月
１
日
現
在
）
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ト
ハ
ハ
ソ
は
、
炭
や

き
を
通
じ
て
生
命
（
い
の
ち
）
が
つ
な
が

る
地
域
を
共
創
す
る
「
炭
や
き
ビ
レ
ッ
ジ
」

を
目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
炭
や
き
を
生
業
と
す
る
定
住

者
を
増
や
し
、
集
落
を
維
持
存
続
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

ク
ヌ
ギ
の
植
林
か
ら
始
ま
る

炭
づ
く
り

　

ノ
ト
ハ
ハ
ソ
で
は
茶
道
用
木
炭
の
生
産

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
茶
道
用
木
炭
の

主
な
原
料
は
６
～
10
年
生
の
若
い
ク
ヌ
ギ

で
す
。
自
ら
ク
ヌ
ギ
の
群
生
地
を
つ
く
り

出
す
た
め
、
ク
ヌ
ギ
の
苗
木
を
植
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
（
２
０
０
４
年
以

降
の
18
年
間
で
約
７
０
０
０
本
を
植
林
）。

お
よ
そ
8
年
サ
イ
ク
ル
で
皆
伐
、
萌
芽
更

新
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
に
つ
な
が
る

森
づ
く
り

　

ノ
ト
ハ
ハ
ソ
が
ク
ヌ
ギ
を
植
林
し
た
森

は
、
生
物
多
様
性
が
活
性
化
し
て
い
ま

す
。
植
林
し
た
ク
ヌ
ギ
林
で
草
刈
り
等
の

育
林
管
理
を
し
た
結
果
、
約
8
年
と
い
う

短
い
期
間
に
生
物
多
様
性
の
向
上
が
認
め

ら
れ
、
耕
作
放
棄
地
時
よ
り
約
2
倍
（
47

種
）
も
植
物
の
種
類
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
成
果
を
も
と
に
環
境
省
の
自
然
共
生

サ
イ
ト
へ
の
登
録
申
請
を
行
い
、
令
和
5

年
に
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
と
し
て
認
定

を
受
け
、
令
和
６
年
に
「
O
E
C
M
＊
１
」

と
し
て
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
な

炭
づ
く
り

　

炭
づ
く
り
を
行
う
な
か
で
、
1
年
間
で

61
・
７
８
８
ｔ
（
２
０
１
９
年
）
＝
日
本

人
約
34
人
分
の
年
間
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削

減
（
弊
社
Ｌ
Ｃ
Ａ
分
析
に
よ
る
）
し
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
を
行
っ
た
当
時
の
事
業

規
模
に
お
い
て
、
生
産
さ
れ
た
木
炭
製
品

の
約
2
割
を
不
燃
焼
利
用
商
品
（
土
壌
改

良
資
材
な
ど
）
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
土
中
ま
た
は
地
上
に
固
定
さ
れ

る
炭
素
固
定
量
が
、
木
炭
生
産
や
ク
ヌ
ギ

の
植
育
林
作
業
で
使
用
す
る
化
石
燃
料
や

電
気
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
相
殺
し
、

さ
ら
に
は
植
林
地
で
の
ク
ヌ
ギ
の
成
長
に

よ
る
炭
素
固
定
（
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
）
に
よ
っ

大野長一郎（株式会社ノトハハソ代表取締役）

協力　森山友世

大野長一郎さんは珠洲市で耕作放棄地を活用し、クヌギの植林に取り組んできました。
繰り返し自然の恵みをもたらしてくれる森を柞

ははそ

と呼び、
大切に守りつないできた地域で炭やきを続ける決意を
地元ライターの森山友世さんの協力のもと語っていただきました。

右：クヌギ植林地（震災前）
左：炭やきの様子（震災前）

上：茶道用木炭　下：炉のなかで使われる茶道用木炭（震災前）

上：地震により炭やき窯の天井部分がすべて崩落した
下：工場内のいたるところに亀裂が走った

クヌギの植林・育林によって生物多様性が向上

炭やきビレッジとSDGsとのかかわり

炭やきは二酸化炭素量の削減に寄与している

植林イベント（震災前）

ノトハハソHP



　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
能
登
の

里
山
里
海
。
輪
島
市
町
野
町
は
能
登
半

島
を
流
れ
る
町
野
川
の
下
流
に
位
置
し
、

２
０
２
４
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

と
奥
能
登
豪
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を

受
け
た
地
域
で
す
。
そ
こ
で
日
本
料
理
富

成
を
営
み
な
が
ら
川
を
守
る
活
動
を
続
け

る
冨
成
寿
明
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

冨
成
さ
ん
の
少
年
時
代
は
、
店
の
前

に
は
ホ
タ
ル
が
舞
い
、
水
路
に
は
た

く
さ
ん
の
ド
ジ
ョ
ウ
が
泳
い
で
い

て
、
自
然
の
中
で
よ
く
遊
ん
だ
と
言

い
ま
す
。
父
親
が
料
理
人
だ
っ
た
影

川を守り地域を守る

インタビュー 冨成寿明さん（日本料理 富成 代表）
文・写真 荒川裕亮（のと海洋ふれあいセンター）

地元の食材を大切にしながら、
町野川の再生に取り組んできた料理人、
冨成寿明さん。
その活動に賛同し、共に取り組んできた荒川裕亮さんに
自身の思いも込めて伝えてもらいます。

響
も
あ
り
、
川
で
釣
っ

た
魚
を
自
分
で
さ
ば
い

て
食
べ
る
こ
と
も
。
自

然
の
中
と
厨
房
が
遊
び
場

で
、
そ
の
経
験
が
料
理
人
を
目
指
す
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

大
阪
と
京
都
で
７
年
間
料
理
の
修
行

を
さ
れ
た
時
、
都
会
で
は
食
材
を
市
場
か

ら
調
達
す
る
こ
と
が
多
く
、
自
然
を
感
じ

な
が
ら
自
ら
新
鮮
な
食
材
を
採
り
に
行

け
る
能
登
の
環
境
こ
そ
、
料
理
人
に
と
っ

て
魅
力
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確

認
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
修
行
を

終
え
て
地
元
に
戻
っ
た
と
き
、
子
ど
も
の

頃
に
見
た
ホ
タ
ル
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
姿
を

消
し
て
い
ま
し
た
。
自
然
環
境
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
人
口

減
少
に
よ
り
過
疎
化
し
た
地
域
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ
こ
で
店

を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
不
安
を
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

　
絶
滅
危
惧
種

「
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
」
を
守
る

　

そ
ん
な
中
で
、
こ
の
地
域
だ
か

ら
こ
そ
提
供
で
き
る
料
理
を
考
え

た
時
に
、
子
ど
も
の
頃
に
親
戚
の

お
じ
さ
ん
が
町
野
川
で
獲
っ
て
食

べ
さ
せ
て
く
れ
た
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
を

思
い
出
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し

自
然
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
手

に
入
れ
る
こ
と
す
ら
難
し
く
、
石

川
県
立
大
学
で
研
究
を
し
て
い
た
筆
者

に
連
絡
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
町
野
川
で
川
を
守
る
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
は
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
の
一
種

で
、
一
般
的
な
ウ
ナ
ギ
と
は
全
く
異
な
る

種
類
で
す
。
能
登
で
は
ウ
ナ
ギ
と
も
呼
ば

れ
て
親
し
ま
れ
、
町
野
川
で
は
カ
ン
コ
漁

と
い
う
漁
法
で
、
最
盛
期
に
は
漁
師
１
人

で
1
日
１
０
０
尾
以
上
も
獲
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
数
が
減
っ
た
こ
と
で
地

域
の
中
で
も
そ
の
存
在
は
忘
れ
か
け
ら
れ

て
お
り
、
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
を
地
元
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
私
た
ち
は
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
保
全
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
地
元
の
漁
師
さ
ん
が
獲
っ
て
く
れ
た

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
を
、
住
民
の
方
の
前
で
人
工

授
精
を
さ
せ
、
冨
成
さ
ん
の
お
店
で
受
精

卵
を
ふ
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
学

校
で
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
生
態
や
地
域
に
と
っ

て
大
切
な
生
き
物
で
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
、
最
後
に
は
子
ど
も
た
ち
に
ふ
化
し
た

幼
生
を
放
流
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
冨
成
さ
ん

は
「
町
野
川
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
て
、
寄
付
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賛
同

シ
ー
ル
の
販
売
、
川
や
山
で
採
れ
る
モ
ク

ズ
ガ
ニ
や
山
菜
な
ど
を
商
品
化
・
販
売

し
、
売
上
の
一
部
を
里
山
と
川
の
再
生
の

予
算
に
回
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
児
童
と
一
緒
に
カ
ジ
カ
、
ヤ
マ
メ
、

ア
ユ
の
放
流
も
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
、
放
流
前
に
は
生
き
物
に
関
す
る
授
業

を
冨
成
さ
ん
ご
自
身
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
た
ち
と
川
に
入
っ
て
魚
を
捕

ま
え
る
よ
う
な
自
然
体
験
も
指
導
し
て
お

り
、
自
身
の
体
験
を
次
世
代
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　
　

能
登
の
里
山
里
海
の

　
　
自
然
資
源
を
活
用
し
続
け
る

　

料
理
人
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
活
動
を

続
け
る
冨
成
さ
ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
の
自
然
や
景
観
を
守
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
に
自
然
の
中
で
の
体
験
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
地
域
が
元
気
に
な
り
、
お

店
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
言
い

ま
す
。
そ
し
て
2
0
2
4
年
に
は
店
舗
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
、
自
然
体
験

と
料
理
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
を
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
４

年
元
旦
に

能
登
半
島

地
震
が
発

生
し
ま
し

た
。
町
野

町
で
も
人

的
被
害
や

家
屋
の
倒

壊
な
ど
甚
大
な
被
害
が
生
じ
、
冨
成
さ
ん

は
震
災
直
後
か
ら
避
難
者
へ
の
炊
き
出
し

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
魚
を
捕
ま
え
た

川
の
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
キ
ノ
コ
や

山
菜
を
採
っ
て
い
た
山
も
崩
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
食
材
を
採
る
こ
と
は
料
理
人
に

と
っ
て
生
命
線
で
あ
り
、
能
登
を
離
れ
る

こ
と
も
考
え
た
と
言
い
ま
す
。
大
き
な
不

安
を
抱
え
な
が
ら
避
難
所
で
の
料
理
に
使

う
山
菜
を
採
り
に
山
を
歩
い
て
い
る
時
、

川
の
音
、
鳥
の
声
、
自
然
の
香
り
に
癒
さ

れ
、
そ
の
瞬
間
、
作
り
た
い
料
理
は
能
登

の
自
然
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
食

べ
て
喜
ん
で
く
れ
た
避
難
所
の
方
々
の
姿

を
見
た
と
き
、
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

川
を
守
る
こ
と
は
、
単
に
川
の
生
態
系

の
保
全
だ
け
で
な
く
、
自
然
体
験
を
通
じ

て
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
豊
か
さ
や
厳
し

さ
を
伝
え
る
と
い
う
教
育
的
な
側
面
も
あ

り
、
そ
の
原
体
験
こ
そ
が
地
域
で
活
動
を

続
け
る
冨
成
さ
ん
の
根
幹
に
あ
り
ま
す
。

9
月
の
豪
雨
に
よ
っ
て
町
野
川
は
氾
濫

し
、
現
在
も
復
旧
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊
べ

る
場
所
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
今
、
治
水

と
い
っ
た
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
能
登
の
里
山
里
海
の
自

然
資
源
を
活
用
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
復
興
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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❶カワヤツメを持つ筆者
❷町野川でモクズガニを採る冨成さん
❸放流する前に小学校で実物のヤマメを見せながら
　説明する冨成さん
❹地震によって護岸が崩壊した河川
❺炊き出しをされる冨成さん

上：公民館で住民の方が見守りながら
     行われたカワヤツメの人工授精
下：川魚を捕まえる自然体験

❶

❷

活動で採った魚は冨成
さんが唐揚げにして皆で
美味しくいただきました

震災後に採りに行った
コゴミ

料理人

❸

❹❺



　

令
和
６
年
元
日
の
夕
方
、
能
登
地
方
を

強
い
揺
れ
が
襲
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
職

業
柄
、
年
末
年
始
は
家
族
と
ゆ
っ
く
り
過

ご
せ
る
唯
一
の
時
で
あ
り
、
春
に
向
け
て

英
気
を
養
う
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
震
動
。
停
電
で

テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
を
得
ら
れ
ず
携
帯
電

話
も
繋
が
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
、
地

震
の
情
報
が
入
り
始
め
ま
し
た
。
日
を
追

う
ご
と
に
受
け
入
れ
難
い
事
ば
か
り
で
し

た
。

　

家
族
が
無
事
で
住
ま
い
の
安
全
も
確

認
で
き
、
集
落
で
開
設
し
た
避
難
所
も
落

ち
着
き
だ
し
た
次
に
行
動
し
た
こ
と
。
な

り
わ
い
と
し
て
い
る
農
業
の
こ
と
で
し

た
。
わ
た
し
た
ち
の
会
社
は
農
業
機
械
・

設
備
と
も
軽
微
な
損
害
で
す
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
ダ
メ
に
な
り
ま
し
た
。
年
の
初
め
に
起

き
た
激
甚
災
害
、
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
到
来

前
で
し
た
。
生
活
再
建
優
先
の
中
で
、
今

年
の
営
農
に
つ
い
て
二
の
足
を
踏
ん
で

い
ま
し
た
。

　

農
村
地
域
で
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
は
農
村
の
担
い
手
不
足
で
す
。

農
産
物
は
畑
や
田
ん
ぼ
だ
け
で
は
育
た
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
行
く
ま
で

の
農
道
や
農
業
用
水
路
な
ど
農
業
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
大
谷
選
手

も
観
客
席
の
掃
除
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な

ど
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
管
理

を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が

い
る
か
ら
こ
そ
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
農
家

だ
け
で
の
農
村
維
持
は
あ

り
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　

わ
た
し
は
、
現
場
で
農

作
業
を
す
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る
事
が

あ
り
ま
す
。
農
作
業
中
に
出
会
っ
た
人
た

ち
か
ら
話
か
け
ら
れ
た
と
き
に
は
、
決
し

て
自
分
か
ら
会
話
を
終
え
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
畑
や
田
ん
ぼ
を
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
に
し
て
地
域
住
民
の
方
々
と

関
わ
っ
て
い
き
た
い
か
ら
で
す
。
農
繁
期

で
も
会
話
は
弾
み
、
残
業
と
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

　

春
作
業
が
近
づ
く
中
、
わ
た
し
た
ち
は

農
業
用
水
路
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
田

ん
ぼ
に
水
を
引
く
た
め
で
す
。
毎
年
、
春

作
業
が
始
ま
る
頃
、
水
路
に
堆
積
し
た
落

ち
葉
や
土
砂
の
除
去
を
行
い
ま
す
。
川
か

ら
水
を
引
き
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
迷

路
に
な
っ
て
お
り
地
域
の
協
力
が
無
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
は
、
農
業
用
水
路
が
地
域
財
産

で
あ
る
意
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に

危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
水

を
引
く
た
め
の
水
路
で
は
あ
り
ま
す
が
、

生
活
区
域
を
水
害
か
ら
守
る
治
水
の
役
割

も
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

創造的な能登の復興

能登はやさしや
土までも

「農業を営むうえで、土までも環境にやさしく耕していきたい」
という想いをこめた原稿を地域密着型の農業の担い手である
瀨爪さんにご寄稿いただきました。
内浦アグリサービスの田んぼは
「トキ放鳥推進モデル地区」にもなっています。

上：保育園でのサツマイモの収穫
下：小学校での田植え

瀨爪 忠（特定農業生産法人（有）内浦アグリサービス）

自
然
と
の
共
生
の
難
し
さ

　

田
植
え
時
期
が
来
て
、
土
砂
崩
れ
で
塞

が
れ
て
い
た
農
道
や
水
路
も
仮
復
旧
で
は

あ
り
ま
し
た
が
間
に
合
い
ま
し
た
。
田
植

え
で
き
る
面
積
も
当
初
予
定
よ
り
大
幅
に

増
え
ま
し
た
。
逆
境
を
乗
り
越
え
て
実
り

の
秋
を
迎
え
る
矢
先
、
能
登
を
豪
雨
が
襲

い
ま
し
た
。
春
は
恵
み
の
雨
だ
っ
た
の
に

秋
は
災
い
の
雨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
に
は
ど

う
し
て
も
か
な
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ラ
イ
の
能
登
を
託
す

農
村
の
担
い
手
を
育
て
る
活
動

　

わ
た
し
は
保
育
園
と
小
学
校
で
食
育
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
に
と
っ

て
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
や
稲
刈
り
体
験
を
通

じ
て
、
生
物
多
様
性
を
実
感
で
き
る
場
所

だ
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
自
然
と
向

き
合
い
植
物
と
土
に
触
れ
る
愛
く
る
し
い

笑
顔
は
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
自
然
観
察
や
自

然
体
験
の
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
現
代

に
お
い
て
一
次
産
業
は
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

能
登
ら
し
さ
を

大
切
に
し
た
創
造
的
復
興

　

今
で
も
忘
れ
な
い
心
を
動
か
さ
れ
た
言

葉
が
あ
り
ま
す
。『
農
業
を
営
む
こ
と
が

環
境
破
壊
』
だ
と
。

　

わ
た
し
自
身
、
農
業
は
自
然
に
関
わ
る

仕
事
で
自
然
保
護
の
一
役
を
担
い
生
物
多

様
性
の
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
大
衆
食
材
が
高
級
食
材
に
な

ら
ぬ
よ
う
先
人
た
ち
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

し
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
し

か
し
な
が
ら
近
代
農
業
に
お
け
る
農
業
用

資
材
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
依
存
度
は
高
く
、

冷
暖
房
器
具
を
使
い
四
季
折
々
の
食
材
も

い
つ
で
も
味
わ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
作
物
な
ど
に
害
を
も
た
ら

す
害
虫
や
害
獣
の
駆
除
、
環
境
保
全
に
支

障
を
き
た
す
農
業
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
で
田
畑
を
耕
せ
な
い
農
家

や
潮
風
を
浴
び
ら
れ
な
い
漁
師
の
方
を
思

う
と
、
一
次
産
業
の
復
興
を
急
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
度
損
わ
れ

た
ら
修
復
で
き
な
い
自
然
環
境
を
壊
さ
な

い
た
め
に
も
環
境
に
配
慮
し
た
農
村
・
漁

村
社
会
の
在
り
方
を
探
求
し
、
創
造
的
な

能
登
の
復
興
と
い
う
轍わ

だ
ちに

沿
っ
て
ぶ
れ
ず

に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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2024 年 9月の奥能登
豪雨による被害の様子

震災後、2024 年 6月の
内浦アグリサービスの
田んぼの様子
（撮影 /小山明子）



地震で隆起した海岸（輪島市鹿磯漁港）での調査

　「私たちは能登の高校生として、能登の
よりよい未来のために、県の復興指針に
対して提言を行いました。私自身、家を
失い、これまでとは異なる生活を送って
いることもあり、この地震が地元について
改めて考えるきっかけにもなりました。能
登のよさを実感させられると同時に能登
の人々の温かさを感じることもできまし
た。この経験と探究の活動を通して、地
震で被害を受けている能登の姿だけでなく、
これまでの能登、そして将来復興した能登
の姿を見てもらいたいと思いました。その
ために、私自身も能登の一員であるという
ことを意識し、小さなことから、できるこ
とから挑戦していきたいと思います。」

1717 16

　

高
校
生
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
震
災

と
真
剣
に
向
き
合
っ
た
提
言
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

七
尾
高
校
の
環
境
へ
の
取
組

　

世
界
農
業
遺
産
・
能
登
半
島
で
、
私
た

ち
は
環
境
保
全
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
、
部
活
動
Ｓ
Ｓ
Ｃ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）
が
、

能
登
地
域
の
河
川
に
生
息
す
る
魚
類
相
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
環
境
Ｄ

Ｎ
Ａ
調
査
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、
七
尾
市
周
辺
の
河
川
50
地
点
で
調

査
し
、
未
記
録
の
希
少
種
の
分
布
や
、
外

来
種
の
拡
大
を
捉
え
ま
し
た
。
令
和
８
年

に
計
画
さ
れ
て
い
る
、
ト
キ
の
放
鳥
に
つ

い
て
も
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
提
出
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
震
災

前
の
デ
ー
タ
は
、
能
登
地
域
の
自
然
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、
大
変
貴

重
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
か

ら
は
輪
島
高
校
、
能
登
高
校
と
研
究
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
能
登
半
島
全
域
で
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

里
海
の
保
全
に
向
け
て

　

能
登
半
島
の
里
海
の
環
境
に
つ
い
て
も

目
を
向
け
て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
注
目
し
て
お

り
、
本
年
度
か
ら
、
金
沢
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
―

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
生
命
理
工
学
類
・

竹
内
研
究
室
）
と
共
同
で
、
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
中
心
と
し
た
、
里
海

の
環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
海
外

の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研
究
者
を
招

い
た
講
演
会
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
か

ら
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
文
化
祭
で

の
ブ
ー
ス
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
11

月
に
は
金
沢
大
学
の
ぐ
る
ぐ
る
ラ
ボ

の
協
力
に
よ
り
、
能
登
の
海
岸
で
の

海
ご
み
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

海
洋
ご
み
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後

ハ
ワ
イ
の
高
校
（
ハ
ワ
イ
州
立
ヒ
ロ

高
校
）
と
の
共
同
研
究
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
計
画
で
は
七
尾
高
校
の
生

徒
が
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
、
ハ
ワ
イ
の

海
で
の
清
掃
活
動
を
ス
タ
ー
ト
に
、

海
の
環
境
保
全
の
た
め
に
自
分
た
ち

は
何
が
で
き
る
の
か
、
共
同
研
究
を
行
う

予
定
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
七

尾
高
校
は
震
災
後
の
能
登
か
ら
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
実
現
で
き
る
学
校

づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
32
年
創
立
の
七
尾
高
校
は
平
成
16

年
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受
け
、
理
系
・

文
系
の
両
方
で
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
文
理
の
枠
を
超
え
た
探
究

活
動
「
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
全
国

の
高
校
に
先
駆
け
て
、「
総
合
知
」
の
創

出
と
、
学
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
と
七
尾
高
校

　

令
和
6
年
1
月
1
日
、
能
登
半
島
が
大

地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
校
舎

に
は
大
き
な
被
害
は
な
く
、
水
の
心
配
が

あ
っ
た
程
度
で
し
た
。
こ
れ
も
全
国
か
ら

駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
復
興
支
援
の
お
か

げ
で
す
ぐ
に
解
消
し
、
1
月
22
日
に
は
学

校
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
登
校
す

る
こ
と
が
困
難
な
生
徒
が
大
多
数
の
中
で

は
、
本
校
独
自
の
探
究
活
動
で
あ
る
「
融

合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
、
基
礎
科
目
を
中

心
と
し
た
学
習
を
当
面
は
優
先
す
べ
き
と

の
見
解
か
ら
、一
度
休
止
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
、
こ
ん
な
と
き
だ

か
ら
こ
そ
自
分
ご
と
と
し
て
問
題
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
、
震
災
か
ら
の

復
興
で
、自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
か
、

今
だ
か
ら
こ
そ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
も
う

と
考
え
、
探
究
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
能
登
の
復
旧
、
復
興
の
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
」。
こ
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
30
グ
ル
ー
プ
が
石
川
県
の
「
震

災
復
興
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
に
対
し

て
、
自
分
た
ち
の
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と

を
ゴ
ー
ル
と
し
ま
し
た
。

七
尾
高
校
30
の
提
言

　

こ
う
し
て
ま
と
め
ら
れ
た「
30
の
提
言
」

の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

・
能
登
牛
の
防
災
缶
詰
づ
く
り
。 

能
登

牛
の
認
知
度
の
向
上
と
、
防
災
に
も
役

立
つ
缶
詰
を
開
発
す
る

・
耐
震
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー

の
導
入
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
商
業
施
設

に
建
物
の
耐
震
性
を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
り
、
観
光
客
に
安
心
で
き
る
観
光

を
提
供
す
る

七尾高校における復興と、
能登の環境保全に向けた取組

家を失っても前を向いて
「将来復興した能登の姿を見てもらいたい」
という女子生徒さんからのメッセージを
はじめ、能登半島地震で被災した
七尾高校から、復興に向けた
ご提言をいただきました

中村 晃規（石川県立七尾高等学校教諭）

魚類捕獲実習の様子

プラスチックゴミからアクセサ
リーをつくる

地震が起こった時間で止まった七尾高校の教室の時計

融合プロジェクト発表会

環境 DNA PCR 解析

女子生徒の言葉

環境 DNA の取組でいしかわエコデザイン賞大賞を受賞

金沢大学竹内先生によるバイ
オプラスチックの講義

一
い っ か

花 綾
あ や り

哩さん
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能
登
の
里
山
里
海

　

石
川
県
の
北
半
分
を
占
め
、
三
方
を
海

に
囲
ま
れ
た
能
登
半
島
は
、
海
と
山
の
距

離
が
近
く
、
地
域
の
人
々
は
古
く
か
ら
里

山
と
里
海
の
資
源
を
活
用
し
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
で
お
米
を
育
て
、
裏
山

で
山
菜
や
キ
ノ
コ
を
収
穫
し
、
地
域
で
獲

れ
た
海
藻
や
魚
介
類
を
食
べ
る
と
い
う
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
地
域
で

す
。
平
成
23
年
に
は
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
よ
り
、「
能
登
の
里
山
里
海
」

と
し
て
世
界
農
業

遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ

Ｓ
）
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
口

流
出
と
少
子
高
齢

化
の
課
題
は
抱
え

つ
つ
も
、
里
山
里

海
を
守
り
活
用
し

て
い
く
人
材
育
成
や
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
化
、
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
通
じ
て
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
と
、
地
域
の
若
者
や
移
住

者
、
行
政
や
大
学
が
繋
が
り
活
動
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
へ

能
登
の
里
山
里
海
の
魅
力
や
価
値
、
課
題

を
伝
え
る
教
材
制
作
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
、
伝
統
的
な
食
文
化
に
関
す
る
ビ

デ
オ
制
作
、
地
域
の
専
門
家
や
自
治
体
と

連
携
し
た
里
山
里
海
の
生
物
多
様
性
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
仕
組
み
づ
く
り
（
能
登

G
I
A
H
S
生
物
多
様
性
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
）
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
令
和
4
年
に
は
、
佐
渡
島
に

次
ぐ
ト
キ
の
放
鳥
候
補
地
と
し
て
能
登

半
島
が
選
定
さ
れ
、
早
け
れ
ば
令
和
8

年
度
の
放
鳥
を
目
指
し
て
県
を
中
心
に

準
備
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
て
、
私
た

ち
も
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
の
発
生

　

し
か
し
、
令
和
6
年
1
月
1
日
に
能
登

半
島
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
、
震
度

7
の
地
震
が
襲
い

ま
し
た
。
半
島
の

西
側
で
は
最
大
で

４
m
も
海
岸
が
隆

起
し
、
東
側
で
は

津
波
が
発
生
、
家

屋
倒
壊
、
斜
面
崩

壊
な
ど
も
広
範
囲

で
発
生
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
は
亀
裂
が

入
り
、
水
路
が
破
損
し
水
が
引
け
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
隆
起
に
よ
り
漁
港

が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
地

域
の
農
林
水
産
業
に
も
大
き
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
寸
断

さ
れ
、
特
に
断
水
が
奥
能
登
の
地
域
や

１
０
０
キ
ロ
離
れ
た
手
取
川
を
水
源
に
水

道
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
七
尾
市
内
で
長

期
化
し
ま
し
た
。

　

2
月
に
避
難
先
か
ら
能
登
の
自
宅
に
戻

り
、
震
災
の
被
害
状
況
を
目
の
当
た
り
に

し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
2
月

14
日
に
七
尾
市
内
の
農
地
で
コ
ウ
ノ
ト

リ
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
足
環

の
情
報
を
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
（
同
県
豊
岡
市
）
に
共
有
し
、
志
賀
町

で
近
年
繁
殖
し
て
い
る
ペ
ア
の
メ
ス
「
ひ

か
り
ち
ゃ
ん
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
繁
殖
の
た
め
に
飛
来
す
る
コ
ウ
ノ

ト
リ
で
す
が
、
震
災
が
あ
っ
て
も
例
年
通

り
来
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
震
災
で
色
々

な
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ひ

か
り
ち
ゃ
ん
が
戻
っ
て
来
た
く
な
る
よ
う

な
豊
か
な
自
然
環
境
は
変
わ
ら
ず
こ
こ
に

あ
る
の
だ
と
感
じ
、
復
興
に
向
け
た
新
た

な
希
望
の
光
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。地

域
を
支
え
る
井
戸

　

断
水
期
間
中
に
井
戸
が
活
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
注
目
し
、
石
川
県
立
大
学

の
柳
井
清
治
教
授
と
共
に
七
尾
市
能
登

島
で
井
戸
水
の
利
用
状
況
の
調
査
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
能
登
島
の
約
半
分

の
集
落
で
断
水
が
２
～
３
か
月
と
長
期

化
し
ま
し
た
が
、
40
数
年
前
ま
で
離
島

だ
っ
た
能
登
島
で
は
今
日
も
日
常
的
に

利
用
さ
れ
て
い
る
井
戸
が
多
数
存
在
し
、

断
水
期
間
中
に
ト
イ
レ
を
流
し
た
り
、

洗
濯
を
し
た
り
、
食
器
を
洗
っ
た
り
と

様
々
な
用
途
に
活
用
さ
れ
、
個
人
所
有

の
井
戸
や
井
戸
水
を
用
い
た
設
備
を
知

人
や
地
域
の
方
に
開
放
し
た
り
と
、
助

け
合
い
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

上：能登 GIAHS 生物多様性ワーキング
グループで制作した教材を用いた生き
物調査（2022 年）　下：能登 GIAHS
生物多様性ワーキンググループで実施し
た里山生き物調査（2021 年）

能登 GIAHS 生物多様性ワーキンググループで自治体と連携して実
施している里海の生き物調査（2021 年）

自然と暮らす
地域の未来
小山明子 （国連大学サステイナビリティ高等研究所 
  いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット
 （UNU-IAS OUIK）研究員）

国連大学の研究員として
能登の生物文化多様性や世界農業遺産の
研究活動を進めている小山さんに、
能登の創造的復興の方向性について
ご寄稿いただきました

ひかりちゃん！

今日まで使用されてきた浅井戸

能登島東部にある松島周辺の透き通った海（2018 年ごろ） 穏やかな能登の風景（2018 年ごろ）
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こ
れ
ま
で
世
界
農
業
遺
産
と
い
う
視
点

で
、
食
料
を
自
給
で
き
る
仕
組
み
の
重
要

性
に
は
注
目
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
震
災
で
災
害
時
に
備
え
て
水
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
地
域
内
で
自
給
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。
支
援
の
手
が
入
る
の
に
時
間

が
か
か
り
が
ち
な
農
村
部
で
の
備
え
は
も

ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
人
口
が
密
集
す
る

都
市
部
に
お
け
る
災
害
時
の
水
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
確
保
に
つ
い
て
も
日
本
全
国
で
考

え
て
お
く
べ
き
課
題
で
す
。

奥
能
登
豪
雨
の
発
生

　

震
災
発
生
か
ら
9
か
月
が
経
ち
、
避
難

さ
れ
て
い
た
方
々
が
や
っ
と
仮
設
住
宅
に

入
居
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
倒
壊
家
屋
の

撤
去
作
業
も
少
し
ず
つ
進
み
始
め
、
復
興

の
兆
し
が
見
え
始
め
た
矢
先
に
、
地
震
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
奥
能
登
地
域
を
豪
雨

が
襲
い
ま
し
た
。
9
月
に
降
る
1
か
月
分

の
雨
量
の
倍
近
い
４
０
０
ミ
リ
を
超
え
る

雨
が
た
っ
た
一
日
で
降
り
、
観
測
史
上
最

多
の
雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
濁
流
が
河

川
か
ら
あ
ふ
れ
、
倒
れ
た
木
々
と
共
に
集

落
や
市
街
地
を
襲
い
、
建
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
仮
設
住
宅
に
も
流
れ
込
み
、
震
災
後

に
何
と
か
植
え
ら
れ
た
稲
も
収
穫
直
前
に

泥
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
長
期
間
の
断
水
を
や
っ
と
乗
り
越
え

た
地
域
で
、
ま
た
豪
雨
に
よ
り
断
水
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

震
災
に
続
く
豪
雨
と
い
う
二
重
災
害
が

発
生
し
、
奥
能
登
の
集
落
の
様
子
は
一
変

し
、
周
辺
の
山
林
や
河
川
、
海
岸
な
ど
の

自
然
環
境
も
さ
ら
に
大
き
く
変
化
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
暮

ら
し
や
環
境
を
復
旧
・
復
興
し
て
い
け
る

の
か
、大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
こ
れ
か
ら

　　

ま
た
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
な
気
持
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
今
、
私
が
注
目
し
て
い

る
の
は
「
生
態
系
を
活
用
し
た
防
災
・
減

災
（
E
c
o
-D
R
R
）」
の
視
点
で
す
。

E
c
o
-D
R
R
と
は
、
自
然
災
害
に
対
し

て
強
靭
な
地
域
づ
く
り
と
生
態
系
の
保
全

を
両
立
し
、
地
域
社
会
や
経
済
の
発
展
に

も
寄
与
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
自
然

資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
が
営
ま
れ
、

美
し
い
里
山
景
観
と
豊
か
な
食
文
化
を
活

か
し
た
観
光
業
が
続
け
ら
れ
て
き
た
能
登

半
島
が
、
こ
の
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た

復
興
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
注
目
す
べ

き
視
点
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

記
録
的
な
豪
雨
の
発
生
が
全
国
的
に
増
え

て
い
る
今
、
土
地
の
成
り
立
ち
を
読
み
、

流
域
単
位
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
、
昔
な
が
ら
の
水
利
用

の
仕
組
み
が
災
害
時
に
力
を
発
揮
し
た
よ

う
に
、
最
新
の
技
術
を
用
い
る
だ
け
で
な

く
伝
統
的
な
治
水
や
土
木
の
技
術
を
見
直

し
、
崩
れ
に
く
く
保
水
機
能
の
高
い
健
全

な
森
づ
く
り
や
、
氾
濫
原
な
ど
を
取
り
入

れ
た
流
域
治
水
な
ど
、
自
然
の
力
を
活
用

し
た
対
策
の
検
討
も
重
要
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
能
登

地
域
で
は
震
災
前
か
ら
少
子
高
齢
化
と
い

う
課
題
が
あ
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
圧
倒
的

に
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
人
手
を
多
く

か
け
な
く
て
も
長
期
的
に
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
復
興
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
な

り
ま
す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
震
災
を

き
っ
か
け
に
こ
れ
ま
で
能
登
に
関
り
が
な

か
っ
た
人
た
ち
が
渡
り
鳥
の
様
に
能
登
を

訪
れ
、
地
域
に
寄
り
添
い
、
関
わ
り
始
め

て
く
れ
て
い
ま
す
。
他
地
域
の
事
例
に
学

び
な
が
ら
、
地
域
内
外
の
方
々
が
分
野
を

超
え
て
連
携
し
、
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん

で
い
け
ば
、
必
ず
能
登
ら
し
い
復
興
を
遂

げ
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

微
力
な
が
ら
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
歩

ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2015 年に能登に飛来したトキ

■
自
主
的
な
事
業

❶
未
来
の
た
め
の
森
づ
く
り

	

　

都
市
近
郊
の
緑
地
を
活
動
対
象
と
し
て

選
び
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
森

づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
に
長
期
的
な
視

点
で
助
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
第
５
期

「
鞍
馬
火
祭
保
存
会
」
の
４
年
目
の
活
動
が

進
行
中
で
す
。

❷
緑
の
た
め
の
支
援
事
業

	

　
よ
り
多
く
の
人
々
に
Ｆ
Ｇ
Ｆ
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
写
真
展
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。「
自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
１
９
８
４
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

助
成
事
業

❸
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
活
動
助
成

❹
緑
の
保
全
と
活
用
の
研
究
助
成

	

　
１
年
間
、
も
し
く
は
２
年
間
の
身
近
な
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
や
自
然
環
境
保
全

の
た
め
の
調
査
研
究
に
対
す
る
助
成
で
す
。

毎
年
８
件
前
後
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
４
年
度
、
公
益
信
託
富
士
フ
イ
ル

ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
（
以
下
、「
Ｆ
Ｇ
Ｆ
」

と
す
る
）
は
、
次
の
４
つ
の
事
業
を
展
開
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
然
環
境
の
保
全
に
役
立
つ

幅
広
い
事
業
を
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京都大学の学生による植生調査
（鹿防護柵内）

春先にコバノミツバツツジ
が花を咲かせた

■  助成事業

　
活
動
4
年
目
と
な
る
2
0
2
4
年
度
は
、
活
動
拠
点

と
な
る
「
由
岐
神
社
の
森
」
に
お
い
て
、
新
た
な
サ
イ

ト
も
含
め
て
の
防
⿅
柵
の
設
置
や
植
樹
な
ど
の
事
業
、

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
⼤
学
と
連
携
し
た

動
植
物
や
⺠
俗
に
関
す
る
調
査
が
進
展
し
ま
し
た
。

　
我
々
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
京
都
⼤
学
の
深

町
加
津
枝
先
生
で
す
。
こ
れ
ま
で
鞍
馬
火
祭
で
担
ぐ「
甲

斐
性
松
明
」
の
資
材
と
な
る
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
を

中
心
に
、
ソ
ヨ
ゴ
な
ど
お
よ
そ
真
っ
直
ぐ
に
成
長
す
る

小
柴
を
育
成
す
る
た
め
に
、
広
葉
樹
と
針
葉
樹
の
混
合

林
を
ア
カ
マ
ツ
と
一
部
の
広
葉
樹
を
残
し
て
伐
倒
し
て

の
地
拵
え
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
シ
カ
の
食
害
を
防

ぐ
た
め
に
、
京
都
⼤
学
の
高
柳
敦
先
生
の
設
計
と
指
導

に
よ
る
⿅
防
護
柵
の
設
置
を
し
ま
し
た
。

　
植
栽
し
た
樹
種
は
、
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
サ
カ

キ
、
ク
リ
の
３
種
類
で
す
。
サ
カ
キ
は
、
火
祭
な
ど
の

神
事
に
使
い
、
ク
リ
は
、
火
祭
の
時
に
各
家
で
蒸
す
ク

リ
赤
飯
に
入
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
植
生
も
目
を
見

張
る
ほ
ど
豊
か
に
な
り
植
生
調
査
も
実
施
さ
れ
、
⼤
切

な
資
料
を
得
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
鳥
類
・
昆
虫
・
河

川
の
魚
類
等
の
調
査
と
記
録
を
丁
寧
に
整
理
し
、
考
察

し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
私
た
ち
に
も
、
植
物
を
は
じ

め
自
然
に
対
す
る
見
方
や
接
し
方
に
も
変
化
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　
第
41
回
を
迎
え
た
２
０
２
４
年
度
の
Ｆ
Ｇ
Ｆ
助
成

は
、
３
月
か
ら
公
募
を
開
始
し
、
５
月
７
日（
火
）

に
募
集
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
応
募
件
数
は
、
活

動
助
成
に
41
件
、
研
究
助
成
に
34
件
、
合
計
75
件

と
な
り
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
本
年
度
は
活

動
助
成
７
件
、
研
究
助
成
４
件
の
計
11
件
が
助
成

対
象
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
助
成
に
選
ば
れ
た
方
々
、
惜
し
く
も
選

ば
れ
な
か
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
も
自
然
環
境
の
保

全
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■  自主的な事業

❶ 未来のための森づくり
第５期　鞍馬火祭保存会

文・写真　鞍馬火祭保存会

●活動助成応募内訳

森林を場とした活動 .......................................

里山を場とした活動 .......................................

田畑・農村環境を場とした活動 ..................

河川・海域・池・湖沼を場とした活動 ......

その他 ................................................................

●研究助成応募内訳
動植物（地域生態系）の基礎的な調査・研究 ..

緑地の効用・保全に関する研究 ................

その他 ..............................................................

	

29件

4件

1件

	

		18件

8件

5件

8件	

2件

FGF 通信

❸ 緑とふれあいの活動助成
❹ 緑の保全と活用の研究助成

珠洲市若山川の豪雨被害状況

コウノトリと白鳥（震災後）
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近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
日

本
で
は
強
大
化
し
た
台
風
、
長
雨
、
豪
雨

に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
日
本
は
、
多
く
の
火
山
や
活
断
層

を
抱
え
る
地
震
国
で
あ
る
た
め
、
い
に
し

え
の
時
代
か
ら
地
震
を
始
め
と
す
る
自
然

災
害
に
幾
度
と
な
く
見
舞
わ
れ
な
が
ら

も
、
都
度
、
復
興
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
２
４
年
の
元
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
に
、
私
た
ち
は
、
時

を
選
ば
ず
に
起
こ
る
災
害
の
脅
威
を
改
め

て
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
当
社
は
１
月
４
日
に
同
地
区
へ
の
支

援
金
拠
出
を
決
定
し
、
９
月
に
も
同
地
区

が
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
会

社
と
労
働
組
合
と
の
共
催
で
従
業
員
募
金

を
行
い
ま
し
た
。
能
登
の
自
然
や
人
々
の

暮
ら
し
、
地
域
に
根
差
し
た
産
業
な
ど
の

復
興
が
着
実
に
前
進
す
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
も
13
年
が

経
過
し
、
東
北
各
地
で
の
復
興
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
報
道
を
目
に
す
る
こ
と
も
増

え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
復
興
」
に

は
非
常
に
時
間
が
か
か
り
、
失
っ
た
も
の
・

変
化
し
た
も
の
が
「
元
に
戻
る
」
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

当
社
は
東
日
本
大
震
災
の
際
、
津
波
で

海
水
や
泥
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
写
真

を
洗
浄
し
て
、
一
枚
で
も
多
く
持
ち
主
に

お
返
し
す
る
た
め
に
、
写
真
救
済
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
現
地
で
瓦
礫
や
泥
の
中
か
ら
、

多
く
の
写
真
や
ア
ル
バ
ム
が
拾
い
上
げ
ら

れ
、
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
写

真
関
連
事
業
に
携
わ
る
従
業
員
は
も
と
よ

り
、
全
社
的
な
活
動
と
し
て
写
真
救
済
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
汚
れ
て

し
ま
っ
た
写
真
を
で
き
る
だ
け
損
傷
さ
せ

な
い
よ
う
に
洗
浄
す
る
方
法
や
そ
の
た
め

の
機
材
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、

ま
た
神
奈
川
県
の
当
社
工
場
に
写
真
を

送
っ
て
い
た
だ
い
て
従
業
員
や
Ｏ
Ｂ
が
写

真
を
洗
浄
し
て
お
戻
し
す
る
活
動
な
ど
、

詳
細
は
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
の
w
e
b
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
経
験
は
多
く
の
従
業
員
が
事

業
の
意
義
を
見
つ
め
な
お
す
契
機
と
な
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

過
去
に
写
真
印
画
紙
の
製
造
に
携
わ
っ

た
Ｏ
Ｂ
が
写
真
プ
リ
ン
ト
の
日
付
を
見

て
、「
こ
の
印
画
紙
は
私
が
製
造
し
た
も

の
、
こ
の
写
真
を
洗
浄
す
る
活
動
が
本
当

の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
だ
」
と
語
っ
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洗
浄
し
た
写
真
が
お
手
元
に

戻
っ
た
被
災
者
の
方
か
ら
「
津
波
で
一
切

合
切
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
記
憶
し
か
な
く

な
っ
た
。
記
憶
は
い
つ
か
薄
れ
て
い
く
が
、

た
っ
た
1
枚
の
写
真
が
あ
る
こ
と
が
、
今

ま
で
の
生
き
た
証
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

生
き
て
い
く
支
え
と
な
る
」
と
い
う
お
話

を
伺
い
、
写
真
を
祖
業
と
す
る
企
業
の
人

間
と
し
て
改
め
て
写
真
の
持
つ
力
を
強
く

実
感
し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。

　

富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

お
陰
様
で
２
０
２
４
年
１
月
に
創
立
90
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
創
立
90
周
年
を
機
に
、
グ
ル
ー

プ
の
全
従
業
員
が
目
指
す
旗
印
と
し
て

「
地
球
上
の
笑
顔
の
回
数
を
増
や
し
て
い

く
。」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
パ
ー
パ
ス
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

創
業
以
来
、
先
進
・
独
自
の
技
術
に
基

づ
い
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ

て
、当
社
は
人
々
の
「
笑
顔
」
に
寄
り
添
っ

て
き
ま
し
た
。「
地
球
上
の
笑
顔
の
回
数

を
増
や
し
て
い
く
。」
と
い
う
パ
ー
パ
ス

に
は
、
地
球
上
の
多
く
の
人
々
・
さ
ま
ざ

東日本大震災の津波で泥だらけになってしまった写真プリントを被災地で洗浄する様子
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ま
な
命
が
、
何
度
も
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
、

と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

１
９
８
３
年
10
月
に
、
富
士
フ
イ
ル
ム

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
旧
富
士

写
真
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
）
が
創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
設
立
し
た
、
民
間
企
業
に

よ
る
自
然
保
護
を
目
的
と
し
た
日
本
で
初

め
て
の
公
益
信
託
「
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
」
の
歴
史
も
40
年
を
超

え
ま
し
た
。

　

そ
の
公
益
信
託
の
委
託
者
と
し
て
、
40

周
年
を
記
念
し
て
小
林
委
員
長
と
、
当
社

代
表
取
締
役
社
長
、
後
藤
と
の
対
談
や
、

富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド

の
助
成
先
の
活
動
を
紹
介
す
る
写
真
展
な

ど
複
数
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ン
ド
は
、
全
国
各
地
で

市
民
の
方
々
に
よ
る
自
発
的
、

草
の
根
的
な
活
動
に
着
目
し
、

自
然
環
境
の
保
護
に
つ
な
が

る
よ
う
助
成
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
過
去
の
助
成
先
を
紹

介
す
る
展
示
で
は
、
各
団
体

の
助
成
後
の
継
続
し
た
活
動

な
ど
も
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、

富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ン
ド
が
長
期
的
に
果
た

し
て
き
た
重
要
な
役
割
を
お

伝
え
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
次
の
10
年
、
ま

た
そ
の
先
も
、
こ
う
し
た
活

動
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い

け
る
よ
う
、
90
周
年
に
あ
た

り
、
２
０
２
４
年
４
月
に
富

士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ン
ド
へ
の
10
億
円
の
追
加
拠

出
を
決
定
し
ま
し
た
。
末
永

く
富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ン
ド
の
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
幅
広
い
事
業
領
域
に
お
い

て
、
世
界
中
の
人
々
に
幸
せ

な
笑
顔
が
何
度
も
訪
れ
る
よ

う
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
と
、

富
士
フ
イ
ル
ム
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
に
思
う
こ
と
　

吉
澤 

ち
さ
と

富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

取
締
役 

執
行
役
員 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
長　
兼　
Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
部
長1984 年からの活動・研究助成は 230 件、

未来のための森づくり助成は 5 件となった

富士フイルム・グリーンファンド (FGF)40 周年を記念した対談。右から小林委員長、
後藤社長、渡辺編集長

FGF40 周年企画 第 2 弾
「公益信託を通じた富士フイルムの自然環境保護・保全活動」

FGF40 周年企画 第１弾
「わたしの自然観察路コンクール」受賞作品展

 富士フイルムグループの想い

全国各地で市民の方々による自発的、草の根的な活動に着目し、自然環境の保護につながるよう助成

富士フイルムグループパーパスの実現
-「地球上の笑顔の回数を増やしていく。」-

富士フイルム・グリーンファンドの
継続的な活動
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２
０
２
４
年
度
も
全
国
の
小・中・

高
校
生
を
対
象
に
、
身
近
な
自
然
観

察
路
を
絵
地
図
と
解
説
文
で
紹
介
し

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
自
然
に
関
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　
第
41
回
に
な
る
２
０
２
４
年
度
は

４
部
門
で
合
計
３
６
８
件
の
応
募
が

あ
り
、環
境
大
臣
賞
の
４
件
を
含
め
、

計
21
件
の
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
し

た
。

　
こ
こ
で
は
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
各
４
部
門
の
４
作
品
（
絵
地
図
と

作
文
の
一
部
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。わたしの芥川ランニングコース

宮尾香穂（大阪女学院中学校 3 年生）大阪府

　私は京都市の中心を流れるかも川の近くに住んでいます。京都といえ
ば、お寺や神社をそうぞうすると思いますが、自然もとても豊かです。
私の散歩道の自まんは、街の中にあるにもかかわらず、ホタルやカゲロ
ウが住みつくくらい水がきれいなことと、春夏秋冬、衣がえをするように
季節が目に見えて表れることです。私は小さなころから、この散歩道で
歩く練習をしたり走ったり、自転車の練習をしたり友だちと遊んだりして
過ごしてきました。だからあたり前のように植物や生き物が周りにいまし
た。その中でも身近でよく知っている物を色々な人に知ってほしくて選び
ました。調べているうちに意外な事やびっくりしたこと、すごいと思った
こともたくさんあり、とてもワクワクしました。思い出もまぜながら面白
いと思ったことをしょうかいしていきたいと思います。

　ここに描かれているのは私のランニングコースである芥川です。
ここは自然がいっぱいなこともあり、たくさんの人がランニングや
ウォーキングをしています。
　まず、私は夢鯉ロードを走ります。近くにある芥川は浅く、子供で
も楽しめる最高の遊び場です。私も小学四年生の頃、授業の一環で
川の生物を見に行き、たくさんの魚がいたのを覚えています。その後、
私はゆめ桜通りを走って帰ります。ここは、春にはサクラの花びらが、
地面を覆いつくして、上を見ても、下を見ても、真っピンクです。近
くの芥川桜堤公園では、こいのぼりフェスが開催され、千匹のこい
のぼりが泳ぐことで有名です。
　私のランニングコースにはセミやバッタなどの昆虫だけでなく、カ
ルガモやカエルなどのあらゆる生物がここで暮らしています。今回は
そんな自然豊かな私のランニングコースを紹介します。

詳細は、「わたしの自然観察路コンクール」の公式サイトをご覧ください。
https://kansatsuro.jeef.or.jp/

■  自主的な事業

❷ 緑のための支援事業

左手前から小林光氏（公益信託富士フイルム・グリーンファンド運営委員長）、星野俊彦氏（富士フ
イルムホールディングス）、稲垣歩氏（三井住友信託銀行）、瀬尾隆史氏（日本環境教育フォーラム）、
執行昭彦氏（日本空間デザイン協会）、久保井喬氏（環境省）
＊左奥はオブザーバーの大坪愛氏（富士フイルムホールディングス）

　事前に送付された応募作品に丁寧に目を通した上で、実
物を見ての評価が加わります。昨年度と比べると応募数は
少なくなりましたが、例年通りの力作が揃いました。
　「五感を使ってよく観察していますね」「ダイナミックに
のびのび描かれています」「レイアウトが斬新」「四季がう
まく表現されています」「継続して観察しているのが良い
ですね」「種名まで書いてあるとより良くなるのでは」「作
文も良く書けています」と、ひとつひとつ熱心な講評が交
わされました。

審査風景

第 41 回 わたしの自然観察路コンクール
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自然の息づく川中島探索マップ
杉原珀都（長野県立長野吉田高等学校 2 年生）長野県

　ここは犀川と千曲川に囲まれた三角州であり海のない長野県です
が「島」の付く地名が多くあります。水はけの良い土地柄を活かし、
果物の栽培、特に川中島白桃の栽培が盛んです。また武田信玄と上
杉謙信が五回に渡って戦った地でもあります。私は小さい頃から自然
が大好きで普段から生き物を探しながら生活していますが、改めて探
してみるとたくさんの生き物に出会うことができました。しかし動物
たちはかわいいだけではありません。山の木々や農作物を食べてしま
うことで大きな被害が出てしまいます。また私の住む地域でも外来
生物の数が増加しており、昔からそこに住んでいた生き物のすみかが
減ってきています。
　身近な自然が抱える問題についてより多くの人々に目を向けてもら
いたいと日々感じます。それではお寺から山の中の温泉まで片道一
時間の道のりを一緒に見ていきましょう！

中山寺～奥の院～参拝観察路　其の弐
山縣真帆・山縣志帆（宝塚ゴテンヤマTwins）

（小林聖心女子学院高等学校 1 年生）兵庫県

　中山の森に魅了されて、継続して奥の院に登頂される方は多い。数
年通い続け植物の命の営みに触れていると、植物が最高の姿をみせる
ために、四季に応じた成長や変化を繰り返し、壮麗の瞬間が生まれる
ことを実感した。自然の美しさとは植物の一生を見ることだと確信した。
私たちは昨年から宝塚エコネットというボランティア団体に所属し、植
生調査や除草などを手伝い、活動に参加している。その場で、人間が
自然を守る一方、心無い人の行動で生態系が脅かされることを学んだ。
中山の森に生きる動植物が未来も生息し続けられるようリサイクル材で
啓発プレートを作成した。今後も継続して動植物の観察と記録を行い
たい。その一環として中学生で作成したルートとは異なる道を紹介した
い。参拝観察路・其の弐を通し、中山寺の歴史、中山の森の魅力、生
態系の大切さ、美しい動植物の循環をお伝えできると嬉しい。

団体の部

高校生の部

中学生の部

審査員紹介

かも川の散歩道
西村環希（京都市立御所東小学校 3 年生）京都府

小学生の部



　国の特別天然記念物にも指定されているアポイ岳の高山植物を次代
に残すため、地元の中学生と一緒に高山植物の苗を育ててアポイ岳に
移植するプロジェクトを実施している。アポイ岳の５合目に設けた「再
生実験地」に、移植した苗をエゾシカから守る鹿柵の整備を進める。

アポイ岳の再生実験地に資材を運ぶ様子

■ 緑とふれあいの活動助成

アポイ岳の花を次世代へ！
～アポイドリームプロジェクト～
アポイ岳ファンクラブ　北海道

２０２4 年度の助成先をご紹介します。

■ 緑とふれあいの活動助成

子どもたちと繋ぐ里山・多世代参加型竹林で
遊び学び守る体験学習の場作り
竹林ボランティア俵山　山口県

　山口県の俵山地区で、放置竹林を整備して美しい竹林に再生する
活動を続けながら、大学生や林業研究グループと連携して竹の有効活
用や竹林体験活動支援を行っている。竹林や周辺の整備を行い、タ
ケノコ収穫や森林体験ができるモデル林として体験学習に活用する。

２０２4 年度の助成先をご紹介します。

■ 緑とふれあいの活動助成

人権の森「多磨全生園」の自然とのふれあいを
通して育む「生きる力」
社会福祉法人土の根会 花さき保育園　東京都

　ハンセン病の国立療養所多磨全生園の中にある保育園で、自然観
察会や食育のための菜園作りを通じて、「人権の森」と呼ばれる全生
園の豊かな自然に触れ合う活動に取り組んでいる。この活動を拡大す
るとともに、2023年に作成した全生園の植生図を四季ごとに再編し
て配布し、地域住民等に発信する。

多磨全生園の散策「植物の先生、冨田広先生と巡る！」

■ 緑とふれあいの活動助成

地域の森の存在意義を子どもの遊び場、
育ちの場という視点でとらえ、
地域の森の保全活動につなげる
南野川特別緑地保全地区管理運営協議会 野川はあも　神奈川県

　地域の身近な森を守り育て、森で遊ぶ活動を、川崎市南野川ふれ
あいの森で20年続けている。子供から大人まで一緒に雑木林の手
入れを行い、気軽に遊びに行ける森づくりを目指す。「子供の外遊び
を視点に地域の森を考えよう」のテーマで、子育て世代を対象とした
シンポジウムの開催を計画している。

■ 緑とふれあいの活動助成

身近な環境のよさやその変化を感じとれる
「海辺の体験学習フィールド」づくり

気仙沼海の子プロジェクト　宮城県

　東日本大震災以来、海辺に近づく機会が減った子どもたちが、身
近な海や川に親しみ、その豊かさに触れることができるよう、気仙沼
で藻場や生きもの観察会、海洋プラスチック調査などの体験学習の
機会を提供する。アマモ場の再生のため、指導者の育成を計画して
いる。

■ 緑の保全と活用の研究助成

池干しによるコイの除去は
水生生物の多様性を回復させるか？
渡邉黎也（兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科）　兵庫県

　生息環境の悪化やコイなどの外来生物による捕食圧により絶滅に瀕
している水田環境の水生生物を守るため、池干しによるコイ駆除の普
及を目指し、兵庫県西部の棚田においてコイの駆除後の在来水生生物
の多様性及び生息環境の回復効果を検証する。

■ 緑の保全と活用の研究助成

声紋調査を用いたトウキョウダルマガエル（Rana 
porosa porosa）と水稲作の農事暦及び
栽培種の関係について
桑原実希（宇都宮大学）栃木県 

　定住性の強い絶滅危惧種ト
ウキョウダルマガエルの保全
のため、主要な生息地である
水田で、作付け品種の違いに
よる作業内容の違いと本種の
生息数の関係を、音声解析を
用いた調査により明らかにし、
本種の保全上有効な水田管理
について情報を提供する。

現地に設置した機材

■ 緑の保全と活用の研究助成

三重県中部におけるカヤネズミの繁殖生態調査と
「田んぼの小さなネズミたち」学習キットの製作

田村香里（三重県総合博物館）　三重県 

　サーモカメラを用いて巣の
利用状況を調査することで、
哺育用の巣と休息用の巣を識
別し、カヤネズミの繁殖期を
明らかにする。また、独自に
作成した教材を用いて、調査
地域近辺の小学校で学習会
や公開調査を開催し、カヤネ
ズミにとっての水田や麦畑等
の環境の重要性を普及啓発す
る。

■ 緑の保全と活用の研究助成

野生哺乳類による遊歩道の利用が樹木の
世代更新に与える影響
井上輝紀（京都大学理学研究科（生態学研究センター））滋賀県

　遊歩道が植物の繁殖や世代
更新に与える影響の解明に向
けて、戦場ヶ原において、哺
乳類による種子の被食散布状
況を調査している。林内と遊
歩道沿いで糞中の種子組成や
量、実生の数を比較するとと
もに、糞のDNA分析により
哺乳類の種や血縁関係等を解
明し、遊歩道を利用する哺乳
類の特徴を解析する。

　香川県で森を通じて地域
社会の発展につなげる活動を
行っている。里山の景観や生
物多様性の回復のための新た
な環境整備手法の体験講座や
効果検証調査をボランティア
や地元大学と行うことで、地
域連携の活性化とドングリラ
ンドのフィールドミュージアム
化に取り組む。

■ 緑とふれあいの活動助成

ドングリランドの里山林の生物相回復による
人材育成とフィールドミュージアム化
特定非営利活動法人どんぐりネットワーク　香川県

■ 緑とふれあいの活動助成

北海道東トレイル利用促進のための
歩行データの調査・研究
一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所 道東支部　北海道

　ハイキング文化の醸成と持
続可能なトレイル運営を支援
し、心豊かに暮らせる社会を
目指して活動している団体。環
境省の国立公園満喫プロジェ
クトの一環として2024年10
月に開通した北海道東トレイ
ルの歩行調査を行い、安心し
て計画的に歩ける情報をウェ
ブサイトや冊子を通して提供す
る。

夏休みのこどもキャンプでそうめん流しを竹で作った

森内に侵入しているモウソウチクを伐り、切り出した竹を使って
竹灯籠を作った

気仙沼小学校の4～6年生が田中浜に体験学習で訪れ、ビーチコー
ミングやスナガニ掘りなどのレクチャーなど、学習サポートを実施 カナネズミの球状巣

ため池における水生動物調査
道路上に排泄された野生哺乳類の
糞を記録し、排泄者を同定する

埋もれた土をどけ元の沢を復活さ
せる

津別町屈斜路湖外輪山での徒歩調査
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私
た
ち
一
般
社
団
法
人
C
a
m
p
は
今

期
「
子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
中
に
自
然
を

取
り
入
れ
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
自
然
豊
か
な
福
岡
県
朝
倉
市

杷
木
地
域
に
て
川
遊
び
・
山
遊
び
の
中
か

ら
自
然
の
危
険
性
と
楽
し
さ
を
伝
え
、
親

し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　
朝
倉
市
杷
木
と
い
う
地
域
は
自
然
豊
か

な
地
域
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
然
と
親
し
む
機

会
は
少
な
く
、
平
成
29
年
7
月
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
て
か
ら
は
、「
自
然

は
怖
い
も
の
」
と
し
て
、
よ
り
縁
遠
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
1
年
目
で

は「
川
遊
び
」を
柱
に
①
自
然
災
害
を
知
る
。

②
川
の「
怖
さ
」を
知
る
。
③
川
の「
楽
し
さ
」

を
知
る
。
の
3
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
ま
し
た
。
自
然
災
害
や
川
の
怖
さ
を
学

ん
だ
う
え
で
、
ど
の
よ
う
に
付
き
合
え
ば

自
然
の
中
で
安
全
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
考

え
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
2
年
目
で
は
山
遊
び
と
し
て
、
木
工
作

品
づ
く
り
と
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ

る
空
間
づ
く
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当

団
体
で
は
毎
年
灯
籠
流
し
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
際
に
流
す
灯
籠
を
子
ど
も

た
ち
と
作
る
準
備
、
ま
た
山
と
小
川
が
す

ぐ
そ
ば
に
あ
る
空
き
地
を
活
用
し
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ
る
た
め
の
柵
を
一

緒
に
作
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
が
毎
年
ど
こ
か
で
発
生
し
て

い
る
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
然
と
共

存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

確
か
で
す
。
今
後
も
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い

自
然
の
中
で

過
ご
す
こ
と

で
、
自
然
を

守
り
、
ま
た
、

自
然
か
ら
身

を
守
る
術
を

学
べ
る
機
会

を
つ
く
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
日
常
の
中
に
自
然
を
取
り
入
れ
る

き
っ
か
け
を
与
え
る
事
業

多
田
隈
宏
美
（
一
般
社
団
法
人
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ 

代
表
理
事
）
福
岡
県

　
昨
年
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
通
潤
橋
（
国

内
最
⼤
の
石
造
り
通
水
橋
）
の
あ
る
山
都

町
は
熊
本
県
の
山
間
部
に
位
置
す
る
自
然

豊
か
な
町
で
す
。
矢
部
郷
自
然
観
察
会
は

１
９
８
６
年
に
「
地
域
の
自
然
を
知
る
。
自

然
に
学
ぶ
。
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
残
す
。」

こ
と
を
目
的
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
一
つ
に
、

熊
本
県
で
は
準
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
た
ム

サ
サ
ビ
の
調
査
及
び
観
察
が
あ
り
ま
す
。

ム
サ
サ
ビ
は
夜
行
性
で
樹
上
生
活
を
す
る

リ
ス
科
の
動
物
で
、
自
然
豊
か
な
森
や
林

に
生
息
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
開
発
な
ど

の
影
響
で
生
息
数
が
減
少
し
、
神
社
な
ど

の
境
内
に
残
る
鎮
守
の
森
に
僅
か
に
生
き

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
態
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ

と
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ム
サ
サ
ビ
は

豊
か
な
里
山
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
生
き
物
で

す
の
で
、
ム
サ
サ
ビ
が
生
息
で
き
る
環
境

を
守
る
こ
と
は
地
域
の
環
境
保
全
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ム
サ
サ
ビ
の
生
態
や
行
動

は
生
息
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
も
違
う
た

め
、
各
季
節
で
行
動
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

る
ム
サ
サ
ビ
の
生
活
行
動
と
は
異
な
る
行

動
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
観
察
会

を
実
施
す
る
こ
と
で
参
加
者
に
ム
サ
サ
ビ

の
存
在
や
生
態
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
ム
サ
サ
ビ
の
調
査
や
観
察
を
継

続
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
察

会
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
す

の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
教
育
と
し
て

の
充
実
を
図
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
も
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
佐
賀
県
に
あ
る
自
宅
に
は
広
い
畑
が
あ

り
農
業
体
験
が
可
能
。
裏
山
で
は
た
き
火
を

し
た
り
、
山
菜
を
見
つ
け
た
り
、
竹
を
切
っ

た
り
と
活
動
が
で
き
る
。
竹
、梅
、栗
、び
わ
、

柿
な
ど
の
様
々
な
雑
木
が
あ
り
、
多
種
多

様
な
自
然
体
験
が
で
き
る
。
ま
た
家
か
ら

徒
歩
1
分
で
川
が
あ
る
の
で
夏
は
川
遊
び

も
可
能
。

　
子
ど
も
や
⼤
人
、
外
国
人
が
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
自
然
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
恵
み
を
⼤

切
に
し
、
感
謝
す
る
心
、
創
造
力
や
豊
か
な

心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
農
作
業

を
体
験
し
、
畑
で
取
れ
た
も
の
を
使
い
「
手

作
り
」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
本
当
の
美
味

し
さ
を
知
り
、
食
育
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
農
作
業
体
験
、
か
ま
ど
で
ご
は

ん
を
炊
い
て
お
に
ぎ
り
会
、
里
山
整
備
（
裏

山
の
雑
草
や
竹
林
除
去
）、
竹
箸
や
竹
コ
ッ

プ
、
貯
金
箱
作
り
、
川
遊
び
、
山
菜
取
り
、

草
花
遊
び
、
動
物
と
の
触
れ
合
い
（
ヤ
ギ
、

犬
、
猫
、
鯉
）、
国
際
交
流
等
を
実
施
し
て

い
る
。

　
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
地
域
を
散

歩
し
な
が
ら
見
つ
け
た
植
物
を
使
っ
て
の

リ
ー
ス
作
り
」「
川
遊
び
と
す
い
か
わ
り
」

「
竹
貯
金
箱
、
竹
コ
ッ
プ
、
竹
箸
作
り
」「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
に
触
れ
よ
う
×
か
ま

ど
で
炊
い
た
ご
は
ん
で
お
に
ぎ
り
」「
た
き

火
会
（
裏
山
整
備
で
た
き
ぎ
拾
い
、
パ
ン

焼
き
体
験
）」「
佐
賀
の
い
ち
ご
を
使
っ
て
⼤

福
も
ち
作
り
」
な
ど
。

　
今
後
も
母
と
と
も
に
定
期
的
な
自
然
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
く
が
、
現
在
私

は
小
学
校
の
支
援
学
級
教
員
を
し
て
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
知
識
と
経
験
を
積
み
重

ね
、
将
来
的
に
は
自
然
学
校
や
適
応
教
室

な
ど
の
運
営
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

２０２3 年度の助成先を
ご紹介します。

２０２３年度のＦＧＦ助成先は、活動助成が5件、
研究助成が５件の計10件でした。
助成から1年間の活動・研究の成果を

ご報告していただきました。
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「
森
の
忍
者
・
ム
サ
サ
ビ
」
観
察
会
及
び
生
息
調
査

藤
吉
勇
治
（
矢
部
郷
自
然
観
察
会 

会
長
）
熊
本
県

佐
賀
の
田
舎
か
ら
心
を
育
み
、

生
き
る
力
を
養
う
自
然
体
験
活
動
を
届
け
る

秀
島
彩
女　
佐
賀
県

急流で溺れる体験

足のつかない河川でライフジャケットのみで流れる体験 インドネシアの留学生と一緒にインドネシアのダンスや歌に挑戦しました 観察会で撮影したムササビ

裏山で枝を拾い、たき火会。パンの生地を作って、
拾った枝につけてパンを焼いて食べました

FGF 通信

 2023 年10 月 28日に実施したムササビ観察会の様子
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緑の保全と活用の研究助成緑の保全と活用の研究助成

　
⼤
雪
山
国
立
公
園
の
岩
塊
斜
面
に
は
「
氷

河
期
の
生
き
残
り
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ナ

キ
ウ
サ
ギ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
最
近
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
ナ
キ
ウ
サ

ギ
の
写
真
撮
影
を
目
的
と
し
た
観
光
客
や

登
山
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ナ

キ
ウ
サ
ギ
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
研
究
で
は
、
公
園
の
南
に

位
置
す
る
⿅
追
町
の
山
域
で
、
目
視
観
察
、

ア
ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
と
ラ
プ
ス
カ
メ
ラ
を

用
い
た
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
行
動
調
査
（
人
の

影
響
の
な
い
サ
イ
ト
と
影
響
の
あ
る
サ
イ

ト
で
の
比
較
）を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
す
で
に
人
に
慣
れ
は
じ
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
人
と
ナ
キ
ウ
サ

ギ
の
距
離
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
結
論

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
研
究
の
後
半
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者

ら
と
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
の
保
全
を
考
え

る
勉
強
会
を
開
催
し
、
調
査
結
果
の
発
表

と
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度
末

に
は
⼤
雪
山
国
立
公
園
調
査
報
告
会
（
上

川
町
役
場
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
発
表

を
行
い
、
さ
ら
に
北
海
道
⼤
学
と
福
山
市

立
⼤
学
が
主
催
し
た
集
会
（
⿅
追
町
⺠
ホ
ー

ル
）
に
お
い
て
、
⿅
追
町
⺠
ら
と
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
新
聞
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
環
境
省
や
と
か
ち
⿅
追
ジ
オ
パ
ー
ク
、

⿅
追
町
⺠
か
ら
、
今
後
も
調
査
を
継
続
し

て
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

研
究
期
間
後
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
で
の
規

制
の
あ
り
方
・
見
直
し
に
関
す
る
議
論
を

進
め
、
ナ
キ
ウ

サ
ギ
の
写
真
撮

影
者
の
満
足
と

ナ
キ
ウ
サ
ギ
の

保
全
の
両
者
を

考
慮
し
た
管
理

方
策
に
つ
い
て

考
え
て
行
く
予

定
で
す
。

大
雪
山
国
立
公
園
の
利
用
者
と
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の

良
好
な
関
係
の
構
築
の
た
め
の
自
然
・
社
会
科
学
的
研
究

渡
辺
悌
二
／
王
婷
／
澤
田
結
基
（
北
海
道
大
学
・
福
山
市
立
大
学
）
北
海
道
・
広
島
県

地元関係者に対する成果のフィー
ドバック

　
佐
渡
島
の
数
少
な
い
脊
椎
動
物
固
有
種

の
一
つ
で
あ
る
サ
ド
ガ
エ
ル
は
、
絶
滅
危

惧
Ｉ
Ｂ
類
に
選
定
さ
れ
る
一
方
で
、
た
め

池
や
水
⽥
な
ど
を
住
処
と
す
る
こ
と
か
ら
、

佐
渡
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な

存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
近
縁
種
で
あ
る
ツ

チ
ガ
エ
ル
と
同
様
に
、
九
州
以
北
に
分
布

す
る
日
本
在
来
の
カ
エ
ル
類
で
は
珍
し
く
、

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
（
以
下
オ
タ
マ
）
の
多

く
が
生
ま
れ
年
に
変
態
せ
ず
越
冬
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
と
く
に

湛
水
期
間
の
限
ら
れ
る
近
代
的
農
法
が
行

わ
れ
る
水
⽥
地
帯
で
は
、
一
年
を
通
し
て

水
の
あ
る
場
所
を
設
け
オ
タ
マ
の
ま
ま
越

冬
で
き
る
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
有
効

な
保
全
策
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
そ
こ
で
、
オ
タ
マ
の
越
冬
場
所
と
し
て

ど
の
よ
う
な
水
環
境
が
適
し
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
す
べ
く
、（
1
）
野
外
調
査
を
通

し
て
オ
タ
マ
が
ど
ん
な
場
所
で
越
冬
し
て

い
る
か
、
そ
し
て
、（
2
）
操
作
実
験
を
と

お
し
て
特
に
「
水
位
」
と
「
泥
」
の
深
さ

が
越
冬
成
功
や
そ
の
後
の
個
体
の
運
命
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
調
べ
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
、
卵
、
当
年
オ
タ
マ
、

越
冬
オ
タ
マ
、
成
体
の
う
ち
、
全
て
を
観
察

で
き
た
の
は
、
た
め
池
の
み
で
、
水
⽥
周

辺
で
は
越
冬
オ
タ
マ
を
確
認
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
一
方
で
、
実
験
で
は
、
水
⽥
や
そ

の
周
囲
の
江
や
水
路
で
み
ら
れ
る
よ
う
な

泥
や
水
深
で
も
オ
タ
マ
が
越
冬
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
野
外
調
査
は
地

域
を
広
げ
て
継
続
中
で
、
ま
た
、
実
験
に

つ
い
て
は
、
泥
や
水
位
以
外
の
要
因
も
操

作
す
べ
く
準
備
中

で
す
。
一
連
の
研

究
を
通
し
て
、
身

近
な
絶
滅
危
惧
種

で
あ
る
サ
ド
ガ
エ

ル
の
保
全
に
つ
な

が
る
情
報
を
蓄
積

し
て
い
き
ま
す
。

　
一
級
河
川
猪
名
川
（
兵
庫
県
と
⼤
阪
府
の

府
県
境
付
近
を
流
れ
る
淀
川
水
系
の
支
流
）

の
中
流
域
、
河
口
か
ら
12
・
０
〜
18
・
５
㎞

（
桑
津
橋
〜
呉
服
橋
）ま
で
の
河
川
区
域（
堤

防
敷
・
堤
外
地
）
の
植
生
・
生
物
調
査
を

行
っ
た
。
こ
の
調
査
区
間
内
に
は
Ｊ
Ｒ
（
福

知
山
線
）・
阪
急
電
車
（
宝
塚
線
）・
中
国
縦

貫
道
・
阪
神
高
速
（
池
⽥
線
）
が
交
錯
し
、

⼤
阪
国
際
空
港
に
隣
接
し
て
い
る
。

　

調
査
区
域
内
の
生
育
植
物
で
、
特
に

外
来
植
物
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

２
０
２
３
年
4
月
〜
２
０
２
４
年
3
月
ま

で
に
、
月
に
2
回
程
度
（
計
20
回
）
の
調

査
を
行
っ
た
。
ま
た
河
川
域
に
生
育
し
て

い
る
ツ
ル
フ
ジ
バ
カ
マ
（
絶
滅
危
惧
植
物
）

の
増
殖
に
挑
戦
し
た
。

　
河
川
区
域
の
生
育
植
物
の
開
花
状
況
と

利
用
昆
虫
（
主
に
ハ
ナ
バ
チ
・
チ
ョ
ウ
類
）

と
の
関
係
を
ま
と
め
た
「
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
中
で
あ
る
。
ツ
ル

フ
ジ
バ
カ
マ
は
、
夏
の
適
切
な
管
理
作
業

が
行
え
ず
、
増
殖
に
失
敗
し
た
。

　
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
猪
名
川
河
川
区
域

の
生
育
植
物
の
重
要
性
が
わ
か
っ
た
。
河
川

区
域
で
は
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
と
、

管
理
外
の
場
所
が
あ
る
。
管
理
区
で
は
年

に
2
回
、
河
川
域
生
育
植
物
の
刈
り
取
り

作
業
が
行
わ
れ
て
、
5
月
に
は
多
種
類
の

花
が
開
花
し
、
６
月
に
は
チ
ガ
ヤ
が
開
花

す
る
草
原
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
ま
と
め
た
「
フ
ェ
ノ

ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
利
用
し
、
管
理

作
業
が
行
わ
れ
な
い
場
所
は
「
自
然
共
生

サ
イ
ト
（
環
境
省
主
催
）」・
管
理
が
行
わ
れ

草
原
と
な
っ
て
い
る
場
所
は
「
未
来
に
残

し
た
い
草
原
の
里
１
０
０
選
（
全
国
草
原

の
里
市
町
村
連
絡
協
議
会
主
催
）」
へ
の
応

募
が
可
能
か
検
討
中
で
あ
る
。

猪
名
川
河
川
域
の
植
物
調
査

（
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
全
・
増
殖
お
よ
び
昆
虫
が
利
用
す
る

植
物
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
の
制
作
）

尾
﨑
幸
仁
（
大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
ハ
ニ
ー
ビ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）
大
阪
府

越
冬
環
境
の
泥
と
水
の
深
さ
が
サ
ド
ガ
エ
ル
幼
生
の
越
冬

成
功
と
翌
春
以
降
の
成
長
・
発
生
に
与
え
る
影
響
：

江
や
ビ
オ
ト
ー
プ
を
重
視
し
た
保
全
対
策
の
改
善
に
向
け
て

高
津
邦
夫
（
新
潟
大
学
佐
渡
自
然
共
生
科
学
セ
ン
タ
ー
）
新
潟
県

サドガエルの卵

２０２3 年度の助成事業

湿地 VR 体験会大雪山の岩塊斜面に生息するナキウサギ サドガエルの越冬オタマジャクシ 植物生物調査地点の風景

　
北
海
道
の
石
狩
川
流
域
に
は
か
つ
て
、

釧
路
湿
原
の
３
倍
も
の
広
⼤
な
湿
地
が
あ

り
、
野
生
生
物
と
人
間
が
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
経
済
発
展
と
と
も
に
農
地

開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
っ
て
99
・
９

%
以
上
消
失
し
ま
し
た
。
本
来
こ
の
地
に

あ
っ
た
湿
地
環
境
を
保
全
・
再
生
・
活
用
し
、

貴
重
な
自
然
環
境
と
文
化
を
未
来
に
残
す

こ
と
と
並
行
し
て
、
そ
の
持
続
性
を
担
保

す
る
た
め
に
は
、
活
動
を
通
じ
て
よ
り
多

く
の
人
に
湿
地
の
魅
力
や
⼤
切
さ
を
体
験

的
に
知
る
人
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
残
存
未
保
全
湿
地
で
あ
る
浜

厚
真
海
岸
で
の
サ
ー
フ
ィ
ン
⼤
会
に
出
展

し
て
の
生
き
も
の
展
示
と
湿
地
観
察
会
、

精
神
科
病
院
デ
イ
ケ
ア
で
の
湿
生
植
物
育

成
と
幌
向
自
然
再
生
地
で
の
植
栽
活
動
の

ほ
か
、
湿
地
文
化
を
体
験
す
る
活
動
と
し

て
湿
生
植
物
で
あ
る
ヒ
シ
を
ア
イ
ヌ
文
化

に
学
び
な
が
ら
調
理
し
て
食
べ
る
会
、
湿

地
か
ら
カ
サ
ス
ゲ
を
採
取
し
て
〆
縄
を
綯

う
体
験
会
な
ど
を
開
催
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ

ま
で
湿
地
に
縁
の
無
か
っ
た
多
く
の
方
々

の
参
加
を
得
て
普
及
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
札
幌
自
由
が
丘

学
園
で
の
湿
地
学
習
や
石
狩
川
河
口
湿
地

観
察
会
、
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
も
湿
地

Ｖ
Ｒ
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
湿
地
Ｖ
Ｒ
空
間
を
Ｖ
Ｒ
空
間
メ
タ

バ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
に

制
作
し
、
Ｖ
Ｒ
会
場
で
も
参
加
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
接
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
湿
地
に
関
心
の
な
い
多
く
の
方
に
、

食
や
健
康
、
文
化
、

そ
し
て
Ｖ
Ｒ
な
ど

を
通
し
て
湿
地
を

伝
え
る
取
組
み
の

ツ
ー
ル
や
コ
ン
テ

ン
ツ
が
で
き
た
の

で
、
今
後
よ
り
一

層
湿
地
の
フ
ァ
ン

を
殖
や
す
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
も
活
用
し
た
石
狩
川
流
域
の

湿
地
環
境
保
全
・
利
活
用
の
普
及
活
動

鈴
木 

玲
（
石
狩
川
流
域
湿
地
・
水
辺
・
海
岸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
北
海
道

FGF 通信

緑とふれあいの活動助成

ツルフジバカマ増殖作業

緑とふれあいの活動助成

自生のカサスゲによる〆縄づくり
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２０２3 年度の助成事業FGF 通信

　
本
研
究
は
、
豊
か
な
生
態
系
を
育
む
山
林

の
湧
水
を
水
源
と
し
た
小
規
模
集
落
水
道

を
と
り
あ
げ
、
な
ぜ
人
び
と
は
小
規
模
集

落
水
道
を
維
持
し
続
け
る
の
か
、
そ
の
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

各
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
水
源
の
山
林
は
豊
か
な
生
態

系
を
育
み
、
人
び
と
は
そ
の
保
全
活
動
に

力
を
入
れ
て
き
た
が
、
水
道
の
水
源
で
な

く
な
れ
ば
、
維
持
管
理
の
動
機
づ
け
が
困

難
と
な
り
、
山
は
荒
廃
し
、
土
砂
災
害
の

危
険
性
も
伴
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
②
小
規
模
集
落
水
道
の
維
持
管
理
は
村

落
の
自
治
機
能
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
水
道
組
合
を
廃
止
す
れ
ば
、
人
の
つ

な
が
り
や
村
落
の
社
会
関
係
が
断
絶
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

新
潟
県
⼤
毎
集
落
で
は
、
水
道
組
合
の
維

持
が
集
落
の
運
営
の
基
本
原
理
と
で
も
呼

べ
る
「
平
準
化
の
論
理
」
と
密
接
に
絡
み

合
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

水
を
商
品
と
し
て
扱
い
、
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
上
水
道
シ
ス
テ
ム
で
は
決
し
て
代
替
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
小
規
模

集
落
水
道
と
上
水
道
シ
ス
テ
ム
の
違
い
は
、

た
ん
に
運
営
主
体
や
そ
の
規
模
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
水
と
い
う
自
然
資
源
に
対
す

る
考
え
方
そ
の
も
の
が
根
本
的
に
異
な
っ

て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
。

　
小
規
模
集
落
水
道
は
、
こ
の
よ
う
に
そ

れ
ぞ
れ
の
村
落
秩
序
の
維
持
と
不
可
分
な

存
在
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
現
在
、
国
が
進

め
る
よ
う
に
小
規
模
集
落
水
道
を
廃
止
し

た
り
、
上
水
道
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
村
落
秩
序
の
切
り
崩
し
に

直
結
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
本
研
究
で

は
明
ら
か
に
し
た
。

環
境
保
全
機
能
と
集
落
の
自
治
機
能
を
損
な
わ
な
い

小
規
模
集
落
水
道
の
存
続
条
件

野
田
岳
仁
（
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
）
東
京
都

　
利
根
川
は
⼤
都
市
近
郊
を
流
れ
る
日
本

最
⼤
級
の
河
川
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
ミ

ス
ジ
マ
イ
マ
イ
と
ヒ
タ
チ
マ
イ
マ
イ
と
い

う
陸
産
貝
類
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
利
根
川

の
過
去
の
流
路
変
更
が
生
物
の
多
様
化
を

促
進
し
た
と
い
う
仮
説
を
検
証
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
。

　
ミ
ス
ジ
マ
イ
マ
イ
と
ヒ
タ
チ
マ
イ
マ
イ

は
利
根
川
を
挟
ん
で
東
日
本
に
広
く
分
布

す
る
陸
産
貝
類
で
あ
り
、
先
行
研
究
に
よ
っ

て
利
根
川
沿
い
に
お
い
て
交
雑
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
1

年
目
と
な
る
今
期
は
利
根
川
周
辺
で
高
密

度
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
ミ
ス
ジ
マ

イ
マ
イ
︲
ヒ
タ
チ
マ
イ
マ
イ
間
に
お
け
る

交
雑
の
実
態
を
遺
伝
子
解
析
に
よ
り
明
ら

か
に
し
た
。

　
ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
（
絶
滅
危
惧

Ｉ
Ａ
類
）
と
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
（
準
絶
滅
危
惧

種
）
は
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
タ

ナ
ゴ
類
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
調
査

や
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

多
く
は
断
片
的
で
あ
り
、
全
体
像
を
把
握

す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
調
査
で

は
、
山
陰
地
方
か
ら
北
陸
地
方
を
対
象
に
、

両
種
の
網
羅
的
な
生
息
状
況
の
調
査
と
遺

伝
解
析
を
実
施
し
ま
し
た
。
従
来
の
生
息

地
の
確
認
に
加
え
、
新
た
な
生
息
地
の
発

見
に
も
成
功
し
、
多
様
な
水
系
に
お
け
る

生
息
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
生
息
状
況
は
一
様
で
は
な
く
、
多
産
地

も
存
在
す
る
一
方
、
局
地
的
に
し
か
残
さ

れ
て
い
な
い
地
域
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
生
息
地
を
適
切
に
評

価
す
る
た
め
に
は
、
遺
伝
解
析
が
不
可
欠

で
す
。
特
に
近
年
、
タ
ナ
ゴ
類
の
密
放
流

が
増
加
し
、
国
内
外
来
種
の
侵
入
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
既
知
の
生
息
地
に
限
ら

ず
、
新
た
な
外
来
種
集
団
に
よ

る
生
息
地
が
発
見
さ
れ
る
こ

と
も
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
し
て
迅
速
か
つ
慎

重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

見
た
目
で
は
確
認
で
き
な
い

遺
伝
的
変
化
が
進
行
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
遺
伝

解
析
に
よ
る
正
確
な
評
価
が

必
要
で
す
。

　
多
く
の
生
息
地
が
現
在
進

行
形
で
失
わ
れ
て
い
る
現
状

に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
多
く

の
生
息
地
を
保
全
し
、
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
か
が
⼤
き
な
課

題
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対

処
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は

既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も

生
態
系
の
保
全
と
持
続
的
な

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
利
根
川
周
辺
で
広
く

交
雑
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
流
路

変
更
や
海
進
に
よ
っ
て
交
雑
が
引
き
起
こ

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
交
雑

集
団
と
ヒ
タ
チ
マ
イ
マ
イ
が
同
所
的
に
生

息
し
て
い
る
地
点
を
発
見
し
、
交
雑
に
よ
っ

て
新
た
な
種
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。
こ
れ
は
仮
説
を
支
持
す
る
結
果
で

あ
る
た
め
、
今
後
は
こ
の
同
所
的
に
生
息

す
る
交
雑
集
団
と
ヒ
タ
チ
マ
イ
マ
イ
に
つ

い
て
遺
伝
的
・
形
態
的
解
析
を
進
め
る
こ

と
で
仮
説
の
十
分
な
実
証
を
目
指
し
た
い
。

山
陰
地
方
と
北
陸
地
方
の
ミ
ナ
ミ
ア
カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
と
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
の

分
布
お
よ
び
地
域
固
有
性
の
調
査

野
口
亮
太
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
域
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
三
重
県

利
根
川
沿
い
に
生
息
す
る
生
物
は
交
雑
に
よ
っ
て
多

様
化
し
て
い
る
か
？

石
井
康
人
（
東
北
大
学
理
学
部
生
物
学
科
）
宮
城
県

大毎集落「吉祥清水」 研究対象種 ( ミスジマイマイ） ミナミアカヒレタビラ

緑の保全と活用の研究助成緑の保全と活用の研究助成緑の保全と活用の研究助成

研究対象種 ( ヒタチマイマイ ) 
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ヤリタナゴ大毎集落の水道タンク 調査地付近。平野で高い山がないことがわかる
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● 2016 年度    

150  京都府立須知高等学校の「ウィードの森」の  
生態調査と里山の整備

151  名勝・重要文化的景観「おばすて（田毎の月）」棚田の
保全活動

152  はぐくむ、つなげる、つたえる、まもる、谷津田の生き
もののいのちのにぎわいとつながり 

153  大淀川の絶滅危惧植物「タコノアシ」の保全活動
154  ドローンと VR 技術を活用した里山ランドスケープのモニ

タリング手法の開発
155  GPS 首輪を用いた積雪地域におけるイノシシの行動特性
156  遺伝情報を用いた絶滅危惧植物ヤチシャジンの野生集

団の再生
157  外来アライグマの営巣特性調査と対策コスト削減のため

の巣箱型ワナの開発

ＦＧＦ助成一覧 230 件のＦＧＦ助成先をご紹介いたします。

● 1984 年度
 1 オオムラサキの森づくり
 2 自然を守り生かす青少年の森づくり
 3 社寺林の保全・管理に関する法学的研究
 4 リスのいる森づくり
● 1985 年度
 5 子供たちのフォレスト・ファーミング
 6 屋敷林の保全と活用
 7 明神地域の保全・活用に関する生態的研究
 8 知床の大型野生動物の生態と自然教育への活用に関す

る研究
● 1986 年度
 9 自然と芸術の森づくり
 10 ドングリ一粒運動による広葉樹林の育成
 11 歴史的居住環境の保全と利活用に関する研究
 12 伝統的な人里環境の生態学的研究
● 1987 年度
 13 ギフチョウが舞いサギ草の咲き乱れるコウヤマキの森づ

くり
 14 自然史博物館「嵐山自然と文化の森」の保全と活用
 15 自然の宝庫・桶ヶ谷沼を生かしたまちづくり
 16 飛騨山脈の自然生態調査と一般登山活動での自然学習

のあり方
 17 緑と人間の親和性を高める環境絵本づくり
● 1988 年度
 18 「いろりの里」生活原体験及び自然観察会
 19 雑木山から生活文化を問い直す
 20 野外博物館「山の子村」の保全と活用
 21 「市民による雑木林の保全・管理」のテキストづくり
 22 神社の社叢における神樹の調査研究
● 1989 年度
 23 寒風山「風雪の森」づくり
 24 花いっぱい鳥いっぱいの森づくり
 25 荒廃したサンゴ礁を復元するサンゴ移植活動
 26  トロッコ道に見る霧島連山百年の変遷について
 27 裏磐梯湖沼の生態と自然保護教育への活用に関する研究
● 1990 年度
 28 「望ヶ原天然林」を生かした自然に親しむ活動
 29 見沼カムバックふるさとプラン
 30 「帯広の森」野生動物とのふれあいの場づくり
 31 イトウのすめる森づくり
 32 ホタルの生息する人里の水系環境保全と人間活動の調和
● 1991 年度
 33 奥球磨山地に「人間の森」をつくる
 34 ネイチャートレイルの設置活動から村の自然のサンク

チュアリー化運動へ
 35 谷津干潟保全対策の研究
 36 糸島地方の自然解明とその保護及び一般への啓蒙
● 1992 年度
 37 農山村エコミュージアムづくりによる都市・農山村の交流
 38 紀伊半島沿岸におけるウミガメの調査及び保護活動
 39 御前・釈迦岳ブナ・シオジ林の自然とその保全について
 40 湧水に生息する生物の生態研究
● 1993 年度
 41 森は海の恋人
 42 森・人・生きもの・地球を緑の輪で結ぶ京都大原野の体

験森づくり
 43 坪井川遊水池における生態系の復元
 44 十津川村地方における伝統的養蜂の調査研究
 45 宮古諸島におけるサシバと緑と人間の親和性を高めるた

めの基礎研究
● 1994 年度
 46 ジュンサイ再生保全活動による緑と生きものの復元
 47 子供達と水生生物との共生をめざす湿地「たんぼ水族館」

の保全と利用に関する研究
 48 あなたにも出来る保全生物学
  「市民による絶滅危惧植物の保全研究のマニュアルづくり」
● 1995 年度
 49 筑波山に炭焼きの里づくり
 50 コアジサシの生態調査及び保護運動と水辺環境の復元
 51 生活光とホタルの共存について
 52 オオサンショウウオの生息状況調査
● 1996 年度
 53 市民参加型緑地保全活動の実践及び推進
 54 「新タンポポ地図」の作成とその環境教育への応用
 55 高知県宇佐竜蟹ヶ池における水湿植物の保全に関する

生態学的研究
 56 学校緑地にビオトープを導入するための基礎的研究

● 1997 年度
 57 里道の修復による赤目の里山の保全
 58 手作りの湿地や水辺の復元運動
 59 多摩ニュータウン 19 住区の農業公園化構想
 60 岡山県内の水草の種類と分布、その環境に関する研究

およびミズアオイの保護活動
● 1998 年度
 61 「体験の森づくり」活動
 62 草原・里山の維持管理技術の啓発と実践による半自然

植生の保全
 63 森林活動による精神発達障害者の療育効果に関する研究
 64 小動物の利用環境として都市残存林を評価する手法の

研究と生態ガイドブックの作成
● 1999 年度
 65 農業体験教室「草の根農業小学校」の運営
 66 絶滅危惧植物ガシャモクの保全生物学的研究
 67 ニホンザリガニの分布・生息環境とその保全に関する研究
● 2000 年度
 68 野尻湖における水草帯の復元と環境教育
 69 スノーケリングによる藻場・海中林及びアマモ場を主体

とした海中自然観察会
 70 豊かな里山を次世代に残すために
● 2001 年度
 71 大町グランドワークによる上原ビオトープ創出事業
 72 えひめあやめ指定地その周辺里山整備計画
 73 市街地緑地の種の保存と供給機能の研究
● 2002 年度
 74 有明海および島原湾の底生生物データベース作成
 75 多摩川中流域河床の「地層の野外観察」用の観察路と

支援システムの構築
● 2003 年度
 76 林業スクール
 77 「やまんばの森」の「春の女神」保護活動
 78 東京都府中市立南白糸台小学校
  「水色の学校プロジェクト」
 79 沖縄県、慶良間諸島にみられる貴重な森林生態系の持

続的保全と活用
● 2004 年度
 80 子供達とヤマネの巣箱製作、設置、生態と生息する森

林生態系の観察と記録
 81 霧多布湿原ファンづくりのための木道修復活動
 82 金沢市とその近郊の農業用水の生物多様性維持機能を

高めるための基礎的研究
 83 桂川・相模川水系におけるシジミ類の生息調査及び在

来種マシジミの保存に向けた繁殖実験
● 2005 年度
 84 研究者と市民の協働による里山の生物多様性保全のた

めの活動及び調査
 85 田舎暮らしグラウンドワーク・ウスイロヒョウモンモドキ

の舞う蒜山高原自然再生事業
 86 瀬戸内海の干潟における貝類を中心とした環境指標生

物の探索
 87 環境教育機能を備えた学校林の生態管理システムの構築
● 2006 年度
 88 小網代の森保全推進のためのパトロール活動
 89 里山と共に育つ学校の森づくり
  —里山が育つ、里山と育つ、里山から育つ—
 90 名古屋周辺における外来カメ類の現状調査と在来カメ類

の保護・保全活動
 91 水田におけるゲンゴロウ幼虫の保全に関する野外調査研究
● 2007 年度
 92 赤とんぼ全国調査
 93 ニッポンバラタナゴを救う伝統的農業水管理法「ドビ流

し」の効果
 94 日本におけるカキ礁生態系の研究と保全
 95 都市的環境で在来種が外来種に駆逐される要因の解明
● 2008 年度
 96 公園管理と蛍の養殖
 97 湖北野田沼内湖の再生で動き出す琵琶湖のいのちプロ

ジェクト
 98 身近な地域・自然を学ぶ環境学習の教材化とプログラム

の構築
 99 ヒサカキの種子散布にかかわる生物間相互作用が三宅

島の森林生態系回復に果たす役割
 100 筑後川の支川・小石原川におけるアカザの生態
 101 重タデ原・坊ガツル湿原における火入れによる土壌環境

改変の実態とその効果の検証
 102 休耕田を利用した湿生植物群落の回復

● 2009 年度
 103 遊んで学ぶ里山体験
 104 栗山鳥の下自然公園・ムクロジの里ステップアップ事業
 105 カンキョウカジカの生態研究とその保護対策について
 106 奄美大島湯湾岳の野生絶滅植物リュウキュウアセビの復

元に向けた遺伝解析
 107 秋吉台の絶滅危惧植物の保護に向けたゾーニングのた

めの基礎研究
 108 中央アルプス山麓の里山に生息する絶滅危惧種ミヤマシ

ジミとヒメシジミの保全に関する研究
 109 京都・平安神宮内の池に生息するイチモンジタナゴの保護
● 2010 年度
 110  参加型フットパス・ツーリズムの振興による棚田・里山

環境の保全とその活用
 111  生駒市西畑地区の棚田・里山の再生と創造
 112 スナメリから見つめる瀬戸内海
 113 福岡市室見川におけるシロウオの産卵環境の解明と住民

参加型の保全活動について
 114 琵琶湖固有亜種とされるビワマスにおける遺伝的多様性

の変化
 115 昆虫類を指標とした都市近郊の里山の生物多様性評価

手法に関する研究
● 2011 年度
 116 高校生・若者による埼玉県小川町での里山づくりと環境

教育活動
 117 MY 大嵐山方式（会員ボランティア）による大嵐山の自

然環境保全運動の仕組みづくり
 118 牛耕復活による里山のたたずまい再生
 119 「干潟生物の市民調査」手法による八代海のベントス相

調査
 120 東北太平洋沖地震津波による蒲生干潟周辺域の被害現

況調査と海浜性生物の再定着プロセスの解明
● 2012 年度
 121 大人も子どもも谷戸で楽しく自然体験
 122 伝統的循環型農業の復活と自然素材を活かした古民家

再生によるツシマヤマネコと共生する村づくり
 123 多摩川における外来魚調査及び外来種問題啓発活動
 124 ラムサール条約登録湿地・伊豆沼・内沼の食物網におけ

る放射性物質の濃縮の評価
 125 大分県指定天然記念物カマエカズラの繁殖生態と保全

に関する研究
 126 野生鳥獣の放射能汚染が狩猟者の捕獲活動に与える影響
● 2013 年度
 127 ３次元ＧＩＳモデルを用いた八王子滝山里山保全地域の

環境モニタリング活動
 128 日本に留学している大学生の中山間地域における日本文

化体験プログラム
 129 来浜者の踏圧がウミガメのふ化に及ぼす影響についての

調査
 130 「家族で学ぼう 福島環境教育エコツアー」開催事業
 131 石川県沿岸に生息する絶滅危惧種イカリモンハンミョウ

の生態解明と保全対策の検討
 132 北海道平野部における野生生物による防風林の利用状

況に関する研究
 133 身近な自然体験の教育的効果の検証 〜多摩市内の里山

環境を生かした教育実践の総合的調査〜
 134 「震災後の増田川から持続可能な地域社会へのアプローチ」
● 2014 年度
 135 小笠原諸島、西島の森林再生
 136 愛子子どもの森の保全とふれあい活動
 137 ロープ魚礁とアマモによる生態系の創出活動
 138 鹿児島県出水市における保護ツルの臨床検査
 139 琉球列島中部域における造礁サンゴの新規加入幼生の

種多様性と遺伝学的集団構造に関する研究
 140 奄美諸島における希少野生植物の繁殖に関する生物相

の基礎的研究
 141 東日本大震災の津波被災地における地域農業資源の保

全に関する実証研究
● 2015 年度
 142 『多摩川のケヤキと共生する会』青梅市多摩川流域のケ

ヤキの食葉性害虫からの救済と緑陰の維持
 143 「松代おやっこ村」　魅力アッププラン
 144 奈良県レッドデータブックに記載されている自生山野草

の保全と管理
 145 野焼きボランティアのための難燃性ゼッケン製作
 146 市民調査による岩手県の植物相の研究
 147 希少動物アマミノクロウサギ保全に向けた
  分子遺伝学的アプローチ
 148 対馬に生息する希少植物種を保全するための
  植生回復および栽培試験に関する調査研究
 149 サクラにおける効率的な挿し木繁殖法の確立およびサク

ラ遺伝資源の保存・管理に関する基礎研究

※ 団体名・所属名等は助成当時のものです。

175  浅間山系におけるミヤマシロチョウの保全活動と生態調査
176  男鹿の自然にふれあい生きる力を身につけよう！多世

代参加の自然体験プロジェクト
177  多摩丘陵に残された里山と古街道の歴史環境遺産を

保護し、自然景観の維持と活用に貢献する
178  球磨郡相良村の湿地再生及びそれに係わる地域連携の構築
179  七尾湾の環境改善と環境保全型農業の実現に向けた

海藻草の回収活動
180  天然記念物コクガンの捕獲および GPS 送信機装着事業
181  内部標識を用いた絶滅危惧種ギバチ（Pseudobagrus 

tokiensis）の生活史調査
182  広域分布型絶滅危惧植物の域外保全策確立に関する

研究：ラン科カンランを例にして
183  自然豊かな河川と水害をもたらす河川に関する伝統知

と環境・防災教育に関する実践研究

● 2019 年度

● 2017 年度　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　
 158 女川学びの森の整備と利活用促進
 159 里山を活かしたこどもの遊び場と大人のコミュニティス

ペース
 160 子どもたちによる里山再生プロジェクト
 161 豊田市の中山間地を舞台とした多世代参加型の自然との
  ふれあい活動
 162 東京藝術大学上野キャンパスにおける武蔵野の植生再生

と維持の活動東京藝術大学上野キャンパスにおける武蔵
野の植生再生と維持の活動

 163 ニホンイシガメの保全を目的とした生活史の解明
 164 知床国立公園とその周辺におけるヒグマと人の共存の道

を探る調査研究
 165 石狩海岸における希少アリ類・海浜植物・外来カエル類

の相互関係に関する研究
● 2018 年度　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　
166  大人も子どもも楽しく安全に自然体験が楽しめるガイア

の森づくり
167  みちのく潮風トレイル利用促進のための歩行データの

調査・研究
168  豊北の水と生態系の研究・下関北高協同〜粟野川流域

図作成を原点に〜
169  海岸の自然観察を通じてマイクロプラスチックの危険性を学ぶ
170  伊豆諸島青ヶ島の絶滅危惧種が生育する噴気孔原群落

の保全にむけた基礎研究
171  天然記念物ミヤコタナゴの再導入等の候補地の探索お

よび生息域の再生手法の検討
172  網走市こまば木のひろばにおけるエゾモモンガの生態調査
173  巨樹・名木とそれを取り巻く地域社会における生態系

サービス及び Eco-DRR 機能の定量的評価
174  岩手県の砂浜植生再生活動を通した環境教育プログラ

ムの開発

184  動植物とその生息環境の保全と安全登山のために
185  「法」の字プロジェクト〜低層植物の保護・再生によ

る京都五山送り火の山の保全、そして、送り火行事の
保存継承へ〜

186  絶滅危惧Ⅱ類「ヤマグチサンショウウオ」の棲息環境
の保護・保存と小学児童の環境教育

187  分布北限域におけるエダミドリイシの有性生殖法を用
いた養殖・移植方法の確立に向けた活動

188  外来種であるキノボリトカゲのテリトリーを用いた駆除
技術の開発

189  市民科学手法を活用した外来魚アメリカナマズの侵入
前線検出

190  西表島固有種ショキタテナガエビの絶滅回避に必要
な保全遺伝学的研究

● 2020 年度

200  福島県飯舘村 - 耕作放棄地の土地活用に向けた漆の
試験栽培、苗木生育のための圃場整備活動

201  炭素循環型農業による生きものの保全・再生の拠点づくり
202  埼玉西部を流れる高麗川並びにその流域の水生生物

の調査並びに川での子供たちへの環境教育
203  自然界と共存し、自然界を保全していく町づくり活動
204  淀川のワンドに生息するイタセンパラをはじめとした在

来魚類の保全活動と地域に根ざした環境教育
205  耳石微量元素分析を用いたニホンウナギのハビタット

間移動と堰との関係の解明
206  ニホンスッポンとチュウゴクスッポンの交雑実態の解

明ならびに交雑個体の検出法の確立
207  淡路島におけるシロチドリの生息・営巣状況の調査お

よび保全対策の実施と検証
208  広島県における空気中の環境 DNAを指標にした森林野

生哺乳動物の生息モニタリングとその応用に関する研究
209  東京都心域の都市緑地を活用したポリネーターガーデ

ンの創出と技術的指針の検討

● 2022 年度

196  ホトケドジョウ類の進化史の解明と保護施策の確立—
ホトケドジョウ学の醸成—

197  七北田低地（仙台・多賀城）へのシジュウカラガン復
元に向けた基礎研究

198  三宅島におけるハチジョウススキの特徴—自然と文化
をつなぐ茅葺の復活をめざして—

199  奄美群島における漂着物学研究推進のための基礎的研究

子どもたちと繋ぐ里山・多世代参加型
竹林で遊び学び守る体験学習の場作り
●竹林ボランティア俵山
●山口県
● 90 万円

地域の森の存在意義を子どもの
遊び場、育ちの場という視点でとらえ、
地域の森の保全活動につなげる
●南野川特別緑地保全地区管理運営協議会
　野川はあも
●神奈川県　● 35 万円

人権の森「多磨全生園」の自然との
ふれあいを通して育む「生きる力」
●社会福祉法人土の根会　花さき保育園
●東京都
● 140 万円

池干しによるコイの除去は水生生物の
多様性を回復させるか？
●渡邉黎也  （兵庫県立大学大学院地域資源 
    マネジメント研究科）
●兵庫県
● 90 万円

身近な環境のよさやその変化を
感じとれる

「海辺の体験学習フィールド」づくり
●気仙沼海の子プロジェクト
●宮城県
● 70 万円

225

ドングリランドの里山林の生物相回復に
よる人材育成とフィールドミュージアム化
●特定非営利活動法人どんぐりネットワーク
●香川県
● 50 万円

北海道東トレイル利用促進のための
歩行データの調査・研究
●一般社団法人トレイルブレイズ
　ハイキング研究所 道東支部
●北海道
●100 万円

221

222

223

226

アポイ岳の花を次世代へ！
～アポイドリームプロジェクト～
●アポイ岳ファンクラブ
●北海道
● 50 万円

220

● 2024 年度

227

224

声紋調査を用いたトウキョウダルマガエル
（Rana porosa porosa）と水稲作の
農事暦及び栽培種の関係について
●桑原実希（宇都宮大学）
●栃木県
● 45 万円228

三重県中部におけるカヤネズミの繁殖
生態調査と「田んぼの小さなネズミた
ち」学習キットの製作
●田村香里（三重県総合博物館）
●三重県
● 60 万円229

野生哺乳類による遊歩道の利用が
樹木の世代更新に与える影響
●井上輝紀（京都大学理学研究科
  （生態学研究センター））
●滋賀県
● 70 万円230

子どもたちの日常の中に自然を
取り入れるきっかけを与える事業
●一般社団法人 Camp
●福岡県
● 100 万円

猪名川河川域の植物調査（絶滅危惧植
物の保全・増殖および昆虫が利用する
植物のフェノロジーの製作）
●大阪府立園芸高等学校
　ハニービーサイエンスクラブ
●大阪府　● 33 万円

VR も活用した石狩川流域の
湿地環境保全・利活用の普及活動
●石狩川流域湿地・水辺・海岸ネットワーク
●北海道
● 100 万円

215

佐賀の田舎から心を育み、生きる力
を養う自然体験活動を届ける
●秀島彩女
●佐賀県
● 39 万円

212

213

「森の忍者・ムササビ」観察会
及び生息調査
●矢部郷自然観察会
●熊本県
● 20 万円

● 2023 年度

214

191  愛宕山てっぺんの森の「生態系管理」「環境教育拠点化」事業
192  カヤネズミとヒナカマキリを含む地域の生物多様性保

全プロジェクト in 竹尾緑地 2021
193  生物多様性保存型里山ビオトープの造成とその活用に

関する事業
194  Lady go!　女性が中心となり、女性が育む「ガイアの

森」里山再生モデル事業
195  やながわ有明海水族館を活用した幅広い世代への体

験型環境教育の実施

● 2021 年度

210

211

大雪山国立公園の利用者とエゾナキウ
サギの良好な関係の構築のための自然・
社会科学的研究
●渡辺悌二

（北海道大学大学院地球環境科学研究院）
●北海道　● 90 万円

越冬環境の泥と水の深さがサドガエル
幼生の越冬成功と翌春以降の成長・発
生に与える影響：江やビオトープを重
視した保全対策の改善に向けて
●高津邦夫（新潟大学佐渡自然共生科学
センター）●新潟県　● 100 万円215

216

山陰地方と北陸地方のミナミアカヒレ
タビラとヤリタナゴの分布および
地域固有性の調査
●野口亮太

（NPO 法人流域環境保全ネットワーク）
●三重県　● 45 万円217

利根川沿いに生息する生物は
交雑によって多様化しているか？
●石井康人（東北大学理学部）
●宮城県
● 95 万円

218

環境保全機能と集落の自治機能を
損なわない小規模集落水道の存続条件
●野田岳仁（法政大学現代福祉学部）
●東京都
● 100 万円

219


